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              ご 挨 拶 

  

 公益財団法人花巻国際交流協会 

 理事長 佐々木 史昭 

 

花巻市の姉妹都市交流は、旧花巻市が米国アーカンソー州ホットスプリングス市と

行っていたものを基調に、旧大迫町とオーストリア共和国ニーダーエスタライヒ州ベ

ルンドルフ市、旧石鳥谷町と米国バーモント州ラットランド市、旧東和町と米国ウィ

スコンシン州クリントン村がそれぞれ続けてきた交流を、2008 年に合併した新花巻

市が受け継ぎ、花巻市内すべての中高生がどの姉妹友好都市とも交流出来るように発

展的に統合・調整して現在に至っており、岩手県内で最も規模が大きく、内容も濃い

姉妹都市交流として高い評価をいただいております。これもひとえに長年にわたりご

尽力されてきた花巻市及び花巻国際交流協会の歴代関係各位、市民関係者みなさまの

おかげであり、心から感謝申し上げます。 

 

2020 年春に発生した新型コロナウイルスパンデミックにより、花巻市内全ての姉妹

都市交流は中断し、丸 3 年リアルな交流は行われませんでしたが、2023 年 5 月に新型

コロナウイルスの感染症分類が 5 類に移行して以降、2023 年度内に姉妹友好都市 4 箇

所と従前と変わらぬ派遣・受入事業が再開され、お互いの無事と変わらぬ友好を再確認

することが出来、大変嬉しく思っております。 

 

とくに花巻市とホットスプリングス市は、2023 年に姉妹都市締結 30 周年を迎え、9

月に同市から 19 名の姉妹都市訪問団を迎えて記念式典・祝賀会を盛大に開催すること

が出来、10 月には花巻市長、議長、教育長含む 17 名の市民訪問団がホットスプリング

ス市を訪問し、多くの関係者みなさま方と共に 30 周年記念式典をお祝いすることが出

来ました。私は花巻国際交流協会理事長として、花巻では日本語で、ホットスプリング

スでは英語で、花巻サイドからの交流 10 年の軌跡について、プレゼンテーションさせ

て頂きましたので、ここで主要な点を紹介致します。 

 

①  中学・高校生の派遣・受入事業は、コロナウイルスで 3 年のブランクがあったも

の 2013-23 年で、派遣生 77 名、受入生 105 名、教師や市民含めた交流人員は累

計 421 名に登る壮大な規模になっていること。 

②  姉妹校同士の独自の交流が進み、2016年には花巻北高とASMSAが姉妹校締結、

2019年には花巻東高校とレイクサイド高校の硬式野球部がホットスプリングスで

交流親善試合を行うなど、独自の事業が展開されていること。 

③  市民交流の発展型として、姉妹都市由来で日本に滞在し日本酒の醸造技術を学ん

だベン・ベル氏が中心となり、日本酒を醸造する会社オリガミサケがホットスプ

リングスで起業され、ビジネス交流に発展したこと。 

 

花巻国際交流協会は、派遣・交流を経験された多くの生徒、市民のみなさんが国際

的視野を持って郷土花巻を愛し、世界・日本・岩手・花巻において大きく活躍される

よう、これからも益々愛情を持ってサポートを継続して参ります。 
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◆事業の概要 

 

花巻市の将来を担う青少年を海外に派遣し、他国の歴史、文化、習慣等に触れる

ことによって広い視野と洗練された国際感覚を身につけ、国際社会から信頼される

人間形成の一助とすることを目的として、花巻市在住の中学 2年生計 23名（24名

中 1名ケガにより辞退）を下記 4か所の国際姉妹都市等へ派遣しました。 

 

記 

 

１ 主  催   公益財団法人花巻国際交流協会 

 

２ 共  催   花巻市・花巻市教育委員会 

 

３ 派遣先及び派遣時期 

 

(１)アメリカ合衆国アーカンソー州ホットスプリングス市（姉妹都市） 

   派遣時期 ： 令和 5年 11月 6日(月)～11月 15日(水)・10日間 

 

(２)オーストリア共和国ニーダーエスタライヒ州ベルンドルフ市（友好都市） 

   派遣時期 ： 令和 5年 11月 5日(日)～11月 14日(火)・10日間 

 

(３)アメリカ合衆国バーモント州ラットランド市（姉妹都市） 

   派遣時期 ： 令和 5年 10月 26日(木)～11月 5日(日)・11日間 

（航空機遅延により 1日延長） 

 

(４)アメリカ合衆国ウィスコンシン州クリントン村（友好関係都市） 

   派遣時期 ： 令和 5年 10月 26日(木)～11月 4日(土)・10日間 

（航空機遅延により 1日延長） 

 

４ 派遣人員   

派遣先ごとに花巻市在住の中学 2年生各 6名と引率者各 1～2名を派遣しました。 

 

５ 選考について 

選考委員会による厳正なる書類選考と面接によって派遣生徒 24名を決定しました。 
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◆派遣先都市の紹介 

 

Hot Springs, Arkansas（アメリカ合衆国アーカンソー州ホットスプリングス市） 

人口約 38,109人 

ホットスプリングス市は、アーカンソー州の中西部に位置する都市です。「ホット   

スプリングス」という市名が示す通り温泉で知られており、花巻市とは、両市が美しい  

自然や温泉に恵まれた都市であるなど多くの共通点があります。 

平成 5 年（1993 年）1 月 15 日の国際姉妹都市提携以降、青少年の海外派遣や受入、

市民や教員の受入を行っています。令和 5 年 1 月に国際姉妹都市提携 30 周年を迎え、

両市民の相互訪問による交流などの記念事業を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Berndorf, Niederösterreich（オーストリア共和国ニーダーエスタライヒ州 

ベルンドルフ市）人口約 8,956人 

ベルンドルフ市はオーストリア共和国ニーダーエスタライヒ州の山間部にある文化都

市です。ぶどう栽培が盛んで、ワイナリーもあります。ハヤチネウスユキソウ（早池峰

の花）とエーデルワイス（アルプスの花）がよく似ているという縁もあり、昭和 40年

（1965年）10月 12日に旧大迫町と国際友好都市提携の記念式典を行いました。 

令和２年に国際友好都市提携 55周年を迎えました。現在も青少年海外派遣事業や海

外青少年受入事業により相互交流が行われています。 

      

 

 

 

 

 

                          

 

 

ベルンドルフ市 

首都:ウィーン 

アーカンソー州ガーランド郡

ホットスプリングス市

444444444 

アメリカ合衆国 
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ウィスコンシン州 ロック郡クリントン村 アメリカ合衆国 

Rutland, Vermont（アメリカ合衆国バーモント州ラットランド市） 

人口約 15,695人 

ラットランド市は、アメリカ合衆国バーモント州南西部ラットランド郡の郡庁所在地

で大理石やメープルシロップなどで知られる歴史ある街です。 

インディアナ州のアーラム大学を訪れた当時の石鳥谷町長が担当教授からバーモント

州訪問を勧められ、その教え子がラットランド市長と懇意の間柄であったことから   

両市町長が意気投合して姉妹都市提携の機運醸成を図り、昭和 61年（1986年）10月 8

日に旧石鳥谷町と国際姉妹都市の提携を行いました。 

昭和 63 年からは中学生の交換プログラムがスタートし、令和 3 年 10 月には国際姉

妹都市提携 35周年を迎えました。現在も継続して交流が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Clinton, Wisconsin （アメリカ合衆国ウィスコンシン州クリントン村） 

人口約 2,185人 

クリントン村はウィスコンシン州ロック郡にある、酪農が盛んな村です。 

クリントン村で農業研修をした旧東和町民が当時の教育長宅にホームステイしたこと

をきっかけに、昭和 63年に旧東和町から 3人を派遣、クリントン村から 3人を受け入

れし、相互交流を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラットランド郡ラットランド市 
アメリカ合衆国 

バーモント州 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Map_of_USA_VT.svg
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◆派遣生徒と引率者名簿 
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海外派遣研修にあたり、派遣生と引率教諭は事前研修 8回、事後研修 3回の全 11

回の研修会に参加しました。帰国後は、国際フェア inはなまき 2023で派遣の成果に

ついて報告しました。 

 

◆事前研修会 

7/21 

(金) 

【第 1回事前研修会】 18:00～20:00 

理事長講話 – 「海外派遣事業について」 

・海外派遣研修事業の説明／旅行手続きについて 

・提出書類について 

7/31 

(月) 

【第 2回事前研修会】 15:00～17:00 

・研修テーマについて 

・英語研修 

  アイスブレーキング、英語コミュニケーション活動 

8/4 

(金) 

【第 3回事前研修会】 15:00～17:00 

・現地プレゼン（花巻市紹介）の準備 

・英語研修 

 英語コミュニケーション活動、ドイツ語でのあいさつ 

8/8 

(火) 

【第 4回事前研修会】 15:00～17:00 

・現地プレゼン（花巻市紹介）の準備 

・英語研修 

 チームビルディング、英語コミュニケーション活動、ドイツ語で

の自己紹介、海外文化やマナーについて 

8/29 

(火) 

【第 5回事前研修会】 18:00～19:00 

・現地プレゼン（花巻市紹介） 

 英語で原稿作成 

9/12 

(火) 

【第 6回事前研修会】 18:00～19:00 

・現地プレゼン（花巻市紹介） 

 英語原稿修正、発表練習 

9/20 

(水) 

【第 7回事前研修会】 18:00～19:00 

・現地プレゼン（花巻市紹介） 

  英語原稿完成、発表練習 

9/27 

(水) 

【出発式リハーサル】 18:00～20:00 

・現地プレゼン（花巻市紹介）発表 

・英語研修 

 入国審査の会話練習 
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◆出発式 

10/6 

(金) 

 18:00～20:00 

・派遣生徒紹介及び派遣生徒代表挨拶 

・来賓挨拶（上田東一市長）、主催者挨拶（佐々木史昭理事長） 

・記念撮影 
 

◆事後研修会 

 

11/21 

(火) 

【第 1回事後研修会】 18:00～19:00 

・海外派遣振り返り 

・報告会発表準備（原稿作成） 

・国際フェア準備（派遣報告展示の準備） 

11/28 

(火) 

【第 2回事後研修会】 18:00～19:00 

・報告会発表準備（原稿を完成） 

・国際フェア準備（派遣報告展示の準備） 

12/5 

(火) 

【第 3回事後研修会】 18:00～20:00 

・報告会発表準備（発表練習） 

・国際フェア準備（派遣報告展示を完成） 

 

◆事前・事後研修会 
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◆出発式  10月 6日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆派遣研修 （出発、現地プレゼンテーション、帰国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆国際フェア inはなまき 2023   12 月 10 日（日） 
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派 遣 研 修 日 程 紹 介 
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アメリカ合衆国アーカンソー州ホットスプリングス市派遣日程 

派遣期間： 令和 5年 11月 6日から 11月 15日 

 

 

月日・曜日 時間 場所 内容 

11月 6日 

（月） 

10:20 新花巻駅 やまびこ 56号に乗車し東京へ、13:24到着 

 東京駅 JR線と東京モノレールにて羽田空港第 3ターミナル駅へ、14:45頃到着 

18:00 羽田空港 出国手続後、アメリカン航空 AA176便にてアメリカへ 

日付変更線通過 

14:35 ダラス・フォートワース空港 ダラス・フォートワース空港到着、入国手続き、国内線へ乗換 

18:30 ダラス・フォートワース空港 アメリカン航空 AA3475便にてリトルロック空港へ、22:30到着 

21:00 ホットスプリングス市 
バスにてホットスプリングス市へ移動、ホストファミリーと対面、ホー

ムステイ開始 

11月 7日 

（火） 

午前 

ホットスプリングス市 

ダウンタウン見学（一部の派遣生）、ASMSAを訪問、授業に参加 

午後 
教会を見学、保育所を見学、児童と交流、シティマネージャーと面談、

ガーランドカウンティ図書館で市民とホストファミリーと交流会 

11月 8日 

（水） 
終日 ホットスプリングス市近郊 

ジェシーヴィル学校を訪問、見学、コールマン水晶鉱山を見学、採掘体

験 

11月 9日 

（木） 

午前 

ホットスプリングス市近郊 

レイク・ハミルトン学校地区を訪問、見学 

午後 
マウンテン・パイン学校地区を訪問、見学、ミッドアメリカサイエンス

ミュージアムを見学 

11月 10日 

（金） 
終日 ホットスプリングス市 

ホットスプリングス学校地区を訪問、見学、ギャラクシーミュージアム

を見学 

11月 11日 

（土） 
終日 

ホットスプリングス市

及び近郊 
ホストファミリーデー 

11月 12日 

（日） 
終日 

ホットスプリングス市

及び近郊 

ホストファミリーデー 

夕方：姉妹都市提携 30周年を記念する灯篭流し 

11月 13日 

（月） 
終日 

ホットスプリングス市

及び近郊 

ホストスチューデントと登校、授業に参加 

夕方：ホストファミリーと別れ、リトルロック市へ移動、ホテル泊 

11月 14日

（火） 

6:00 リトルロック空港 
空港へ移動し、アメリカン航空 AA3794便にてダラス・フォートワース空

港へ、7:36到着 

10:30 ダラス・フォートワース空港 アメリカン航空 AA61便にて成田空港へ 

日付変更線通過 

11月 15日

（水） 

15:30 成田空港 
成田空港に到着、入国手続き、成田ｴｸｽﾌﾟﾚｽ 44号にて東京駅へ、19:18

到着 

19:40 東京駅 はやぶさ 111号にて新花巻駅へ 

22:10 新花巻駅 新花巻駅に無事到着、解散式後、帰宅 
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オーストリア共和国ニーダーエスタライヒ州ベルンドルフ市派遣日程 

派遣期間： 令和 5年 11月 5日から 11月 14日 

月日・曜日 時間 場所 内容 

11月 5日 

（日） 

14:20 新花巻駅 やまびこ 64号に乗車し東京へ、17:24到着 

 東京駅 JR線と東京モノレールにて羽田空港第 3ターミナル駅へ、18:45頃到着 

21:55 羽田空港 出国手続後、フィンエアーAY62便にてヘルシンキへ、翌日 3:30到着 

11月 6日 

（月） 

9:25 ヘルシンキ空港 入国手続き、フィンエアーAY1471便にてウィーン空港へ、10:55到着 

午後 ウィーン市 

ウィーンの街中見学、在オーストリア日本国大使館を訪問、ベルヴェ

デーレ宮殿や庭園を見学、ベルンドルフ市へ移動、ホストファミリーと

対面、ホームステイ開始 

11月 7日 

（火） 

午前 
ベルンドルフ市 

と近郊 

ギムナジウム校で授業参加 

午後 
ベルンドルフ市役所でルンプラー市長と面会、クレメスベルク展望台を

見学、クレメスベルク教育研究施設を見学、掻子の博物館を見学 

11月 8日 

（水） 

午前 
ベルンドルフ市 

と近郊 

ギムナジウム校で授業参加 

午後 
グーグルツィプフ展望台を見学、市民劇場を見学、スティルクラッセン

(小学校)を見学、マルガレーテン教会を見学 

11月 9日 

（木） 

午前 

ベルンドルフ市 

ギムナジウム校で授業参加 

午後 
大迫広場を見学、ヴェーアベアを見学、ギムナジウム校で歓迎式に参

加、バンツェンベック鍛冶屋を見学 

11月 10日 

（金） 

午前 
ウィーン市 

シェーンブルン宮殿を見学 

午後 シュテファン大聖堂を見学、タイムトラベルウィーンを見学 

11月 11日 

（土） 
終日 

ベルンドルフ市

及び近郊 
ホストファミリーデー 

11月 12日 

（日） 
終日 

ベルンドルフ市

及び近郊 
ホストファミリーデー 

11月 13日 

（月） 

7:15 ベルンドルフ市 
ギムナジウム校で集合、ホストファミリーと別れ、バスにてウィーン空

港へ 

11:40 ウィーン空港 フィンエアーAY1472便にてヘルシンキ空港へ、15:10到着 

17:55 ヘルシンキ空港 フィンエアーAY61便にて羽田空港へ 

11月 14日 

（火） 

14:15 羽田空港 
羽田空港到着、入国手続き、東京モノレールと JR線にて東京駅へ、

16:30到着 

17:56 東京駅 はやぶさ 107号にて新花巻駅へ 

20:31 新花巻駅 新花巻駅に無事到着、解散式後、帰宅 
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アメリカ合衆国バーモント州ラットランド市派遣日程 

派遣期間： 令和 5年 10月 26日から 11月 5日（10日間の予定のところ、米国で火山噴火にて 1 日延長） 

月日・曜日 時間 場所 内容 

10月 26日 

（木） 

10:20 新花巻駅 やまびこ 56号に乗車し東京へ、13:24到着 

14:03 東京駅 成田エクスプレス 31号にて成田空港駅へ、14:58到着 

17:00 成田空港 出国手続後、ユナイテッド航空 UA0078便にてアメリカへ 

日付変更線通過 

16:30 ニューアーク・リバティ空港 ニューアーク・リバティ空港到着、入国手続き、国内線へ乗換 

20:59 

23:00 

ニューアーク・リバティ空港

バーリントン市 

ユナイテッド航空 UA3444便でバーリントン空港へ、22:30到着 

バーリントン市内のホテルへ移動し、ホテル泊 

10月 27日 

（金） 

10:10 バーリントン市 バーリントン市内のホテルを出発しラットランド市へ 

午後 ラットランド市 
ラットランド高校(RHS)を訪問、学校と授業見学、ランタン作り、RHS

でホストファミリーと対面、ホームステイ開始 

10月 28日 

（土） 

午前 
ラットランド市 

ファーマーズマーケット訪問し 

午後 ハンロンさん宅でバーベキュー、ハロウィンパレード参観 

10月 29日 

（日） 
終日 ラットランド市 ホストファミリーデー 

10月 30日 

（月） 

午前 
ラットランド市 

教育員会・消防署・市役所訪問、ワンダーフィートキッズミュージアム訪問 

午後 ノースウェスト小学校訪問、チャフィーアートセンターでペインティング体験 

10月 31日 

（火） 

午前 
ラットランド市 

ラットランドミドルスクール訪問、見学、授業に参加 

午後 キルティング体験、トリック・オア・トリート体験 

11月 1日 

（水） 

午前 ラットランド市 

及び近郊 

RHS訪問、授業に参加、スタッフォードテクニカルセンター見学 

午後 ディアリープハイクでトレイルハイキング、コミュニティナイト 

11月 2日 

（木） 

午前 ラットランド市 

及び近郊 

ジョーンズドーナツ＆ベーカリー訪問、プロクター大理石博物館・カ

バードブリッジ見学、ラットランドカウンティ動物愛護団体見学 

午後 市内見学、ホストファミリーと別れバーリントン市へ移動、ホテル泊 

11月 3日 

（金） 

6:00 バーリントン空港 
空港へ移動し、ユナイテッド航空 UA0581便にてニューアーク・リバ

ティ空港へ、7:24到着 

11:25 ニューアーク・リバティ空港 
火山噴火の影響によりユナイテッド航空 UA0079便にてデンバー空港

へ、14:23到着 

17:00 デンバー空港 ユナイテッド航空 UA0079便にて成田空港へ 

日付変更線通過 

11月 4日 

（土） 
22:38 成田空港 

成田空港に到着、入国手続き、JR線とタクシーにて千葉市内のホテル

へ移動し、ホテル泊 

11月 5日 

（日） 

8:00 京成千葉駅 ホテルを出発し、京成千葉線と JR総武線にて東京駅へ、9:00頃到着 

10:36 東京駅 やまびこ 57号にて新花巻駅へ 

13:41 新花巻駅 新花巻駅に無事到着、解散式後、帰宅 
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アメリカ合衆国ウィスコンシン州クリントン村派遣日程 

派遣期間： 令和 5年 10月 26日から 11月 4日（9 日間の予定のところ、航空機トラブルにて 1 日延長） 

月日・曜日 時間 場所 内容 

10月 26日 

（木） 

10:20 新花巻駅 やまびこ 56号に乗車し東京へ、13:24到着 

14:03 東京駅 成田エクスプレス 31号にて成田空港駅へ、14:58到着 

17:00 成田空港 出国手続後、全日空 NH12便アメリカへ 

日付変更線通過 

14:55 シカゴ・オヘア空港 シカゴ・オヘア空港到着、入国手続き 

 クリントン村 クリントン村へ移動、ホストファミリーと対面、ホームステイ開始 

10月 27日 

（金） 

午前 
マディソン市 

マディソン市へ移動、Henry Vilas動物園を訪問 

午後 ウィスコンシン州議会議事堂を訪問、見学 

10月 28日 

（土） 
終日 

クリントン村 

及び近郊 
ホストファミリーデー 

10月 29日 

（日） 
終日 

クリントン村 

及び近郊 
ホストファミリーデー 

10月 30日 

（月） 
終日 クリントン村 ホストスチューデントとクリントン中等・高等学校で授業を受け 

10月 31日 

（火） 

午前 
クリントン村 

クリントン中等・高等学校で花巻紹介プレゼンテーションと現地の生

徒と交流 

午後 クリントン小学校を訪問、見学 

11月 1日 

（水） 
終日 ミルウォーキー市 

ホストスチューデントと共にミルウォーキー市へ移動、ミルウォー

キー博物館を見学 

11月 2日 

（木） 

6:45 クリントン村 ホストファミリーと別れ、シカゴ・オヘア空港へ移動、9:00到着 

14:00 シカゴ・オヘア空港 機械トラブルにより出発が遅れ、全日空 NH11便にて成田空港へ 

日付変更線通過 

11月 3日 

（金） 
18:35 成田空港 

成田空港に到着、入国手続き、バスにて羽田空港第 3ターミナル周辺

のホテルへ移動し、ホテル泊 

11月 4日 

（土） 

6:10 羽田空港第 3ターミナル駅 ホテルを出発し、東京モノレールと JR線にて東京駅へ 

7:56 東京駅 はやぶさ 103号にて新花巻駅へ 

10:36 新花巻駅 新花巻駅に無事到着、解散式後、帰宅 
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ホットスプリングス市 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 

 

 

花巻市立南城中学校 2年 伊藤 史織 

 

私は南城中学校 2年の伊藤史織です。 

 私の研修テーマは食べ物の違いを調べることです。 

 アメリカでの食べ物ですが、事前に調査していたとおりハンバーガーやポテト、チキンな

ど油を使った物が多くありましたが想像以上にボリュームがありました。味は日本と変わら

ずとてもおいしかったです。中でも私が行ったお店ではハンバーガーの中の具を自由に選ぶ

ことができ、とても大きく食べごたえがあるおすすめのお店を紹介します。お店の名前は「ス

ペリオール・バス・ハウスブリューワリー」です。 

また朝食ではパンやシリアルがほとんどで、日本の主食であるコメはほとんど食べること

がありませんでした。日本とは生活面や食文化の違いがたくさんあると感じました。 

現地での研修では最初、積極的に話を聞くことがうまく出来ませんでしたが、ホストファ

ミリーと数日間過ごし、もっと話したいと思うようになり自然に英語でコミュニケーション

をとるようになり最後の日は帰るのがさみしくなりました。とても充実した９日間でした。 
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花巻市立花巻中学校 2年 坂本 ひろな 

 

私の研修テーマは、アメリカやホットスプリングスの食事についてです。 

 私たちの普段の食事とはどんなところが違うのか、実際に行ってその食事を体験したいと

思いました。 

 実際に現地に行ってみると、ファストフードが多かったと感じました。学校では、給食の

かわりにカフェテリアがあり、ハンバーガーやフライドチキン、ピザなどいくつかのメニュ

ーの中から自分で好きなものを選んで食べていました。 

 ホストファミリーの家では、ホストマザーが毎日いろいろな料理を作ってくれました。特

にミートボールとフレンチトーストがおいしかったです。 

 今回の研修を通して、たくさんのことに挑戦することができました。初めての海外に、英

語での会話、ホームステイなど、初めてのことに挑戦しながらとても楽しく過ごすことがで

きました。この経験を活かし、これからもたくさんのことに挑戦していきたいと思います。   

また、ホストファミリーなどお世話になった方々に英語で伝えられなかったことがたくさ

んあります。なので、これからも英語の勉強をたくさんして、自分の思いを伝えることがで

きるように頑張ります。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 髙橋 陽輔 

 

こんにちは、僕は宮野目中学校の髙橋陽輔です。 

これから、僕がアメリカに行ってどのように成長したかをお話しします。 

自分が成長した所は、「相手への意思表示ができるようになったこと」と「英語の聞き取り

力が少しついた」です。 

相手への意思表示については、アメリカに行く前はあまりちゃんとしない事が多かったで

す。例えば、「どこ行きたい」、「何食べたい」などの質問に対して、「なんでもいい」みたい

に、うやむやにして返すことが多かったです。しかし、アメリカで出会った人たちは何にで

もハッキリと彼らの思っていることを伝えていて、自分も質問をされた時にちゃんと意思表

示をせざるを得なくて、やっていくうちに自然とできるようになりました。 

英語の聞き取り力はホストファミリーと過ごすうちに自然と身につきました。本場の英語

は英検や授業で話すスピードとは比べ物にならないほど速かったです。初日は本当に聞き取

れなくて無理に考え込んで英語を聞いていました。しかし三日目あたりから「単語単語を聞

き取るより、その人の動き、今このタイミング、この場で何を言おうとしているのか」を段々

重視するようになり、そしたら何を言っているのかが少しわかりました。また、段々と英語

のスピードにも慣れて来てより長い英語も大体ですが聞き取れるようになりました。要は慣

れでした。 

アメリカに行くことが出来たおかげで、自分は下手だった「意思表示」「聞き取り」どちら

も自信を付けて帰ってくることが出来ました。他にも学んだことは多いですがここでは話し

きれないです。英語の勉強をもっとやって、もし再びアメリカに行く機会があったら、スマ

ホの翻訳機能をあまり使わずに自分の力で会話してきたいです。自分にとって忘れられない

素晴らしい体験になりました。 
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花巻市立花巻北中学校 2年 千葉 カムイ 

 

花巻北中学校 2年の千葉カムイです。 

僕のテーマは建物です。 

ホットスプリングスの建物は主に木造、鉄骨造、コンクリートで作られており、地域の文

化である温泉をモチーフにした建物なども多々ありました。私のおすすめスポットは温泉な

どが多い中央通りです。そこにはアメリカを思わせる洋風な広々とした建物、ストリートア

ートなどがたくさんあります。なかには温水が出る噴水がありとても暑かったです。おすす

めは教会です。日本にはあまりない神秘的な雰囲気を楽しむことが出来ます。僕が行った教

会の窓に使用していたステンドグラスなどもとても美しかったです。このような文化を象徴

する建物がたくさんある街並みを見るのはとても楽しかったです。お土産や食べ物もかえる

場所もあるので是非機会があったら行ってみてください。アメリカに行ってよかった所は積

極性と会話力の大切さです。海外派遣に協力してくれた方々ありがとうございました。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 米倉 怜花 

 

こんにちは！私は宮野目中学校二年の米倉怜花です。私は、ホットスプリングス市で 

見た自然について話します。ホットスプリングスはどこも紅葉がとてもきれいでした。 

私のホストファミリーの家は、周りが林や森のような感じになっていてきれいな紅葉が 

毎日見られました。ホットスプリングスには、国立公園や展望台のようなものがあり、 

そこからホットスプリングスの自然を堪能することができました。空気が澄んでいて、 

気候条件にも恵まれているから美しい自然が生まれているのかな、と思いました。その 

ような美しい、素敵な自然が感じられるホットスプリングス市に、私は今回の海外派遣 

で行くことができて良かったです。また行きたいと思います。 
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ベルンドルフ市 
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花巻市立東和中学校 2年 梅木 聖 

 

東和中学校 2年、梅木聖です。 

私は現地でお世話になった方々について話したいと思います。まず、通訳の一色さんです。

一色さんがいなければ、なにも分からずじまいでした。みんながみんな英語を話せるという

訳ではないので、とても助かりました。ベルンドルフやウィーンについて、インターネット

には載っていない情報など聞くことができました。オーストリアについて深く知ることがで

きました。 

次に、交流協会の会員のみなさんです。唯一の若手、クリスティアンさんです。髪型がモ

ヒカンなので少し怖かったのですが、話しやすくフレンドリーな方でした。 

ヨゼフ会長にはお出迎えからお見送りまで私達のことを見守ってくれました。会長という偉

い立場の方ですが、親しみやすくてみんなのおじいちゃんのような存在でした。 

ギムナジウム校の先生方もです。私達が分かるように英語で、さらに砕いて説明してくれ

ました。公用語ではない言語を使うのは大変なので、ありがたみを感じました。 

他にも、行く場所行く場所でたくさんの方にお世話になりました。もちろん、一番はホス

トファミリーです！出発から帰ってくるまで同行してくれていた引率の方々にも感謝感激で

す。 

やはり一人ではできないこともあったので、周りにたくさん助けられました。なので、相

手が困っていたら自分が助ける、助け合うことが大切だと学びました。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 岡本 來海 

 

宮野目中学校 2年、岡本來海です。 

初めに、私はオーストリアの伝統料理を紹介します。 

オーストリアの伝統料理のひとつのシュニッツェルは日本で言うトンカツのようなもので、

仔牛肉や豚肉、鶏肉など色々なお肉で作る料理でとても美味しいです。 

次にザッハトルテという、チョコのケーキにチョコでコーティングしたデザートを紹介し

ます。無糖の生クリームを甘いザッハトルテに添えて食べると甘さが引き立ってとても美味

しいです‼オーストリアで 2 回か 3 回ほど食べました。それだけで人気だということが分か

りました。機会があったら普通のチョコケーキとはひと味違うザッハトルテを本場で食べて

みてください。 

この研修を通して私は何事にもチャレンジするというところが成長できたと思います。失

敗や間違いを恐れずとにかくやってみようという思いで色々なことに挑戦しました！ 

そして、国は違くても思いやる心が大切だなと思いました。また、改めて日本食は誇れる

ものだし日本は安全だなと思いました。この 10 日間で私は海外への視点が 180 度変わりま

した。 

この経験は、必ずこれからの私たちを変え、役立つと思います。海外派遣事業に関わって

くださった方々、貴重な経験をさせていただきありがとうございました。 
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花巻市立花巻北中学校 2年 菊池 蒼海 

 

花巻北中学校 2年、菊池蒼海です。僕はウィーンについて話します。 

ウィーンで特に印象に残っていることは、2つあります。1つ目は、シェーンブルン宮殿に

行った際のオーストリアに関する見学です。ここでは、オーストリアに関する歴史やオース

トリアの偉人がしたことなどを知ることができました。オーストリアの偉人達が、どのよう

にして国を作っていったのかなどを知ることができました。昔のものが、そのまま残ってい

て、その時食べていた食事なども見ることができました。 

2 つ目は、ウィーンの街で見た景色です。日本では見ることの出来ない景色を見ることが

出来ました。特に印象に残っているのは、街で馬車が使われていることです。路地や街中で

主に観光客向けに使われていました。また、馬車と街並みがとても合っていて綺麗でした。 

価格は 60分約 19,000円でとても高く、乗ることは出来ませんでした。 

この体験を通じて、僕が今後に生かしたいことは、この経験を周りに広め、ベルンドルフ

市との交流関係を絶やさないようにしていくことです。 
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花巻市立湯口中学校 2年 佐々木 彩花 

 

 

湯口中学校 2年、佐々木彩花です。 

私はホストファミリーと過ごしたことについて発表します。 

私のホストファミリーは、道路沿いの大きなピンク色の家に住んでいます。変わった外観

の家で昔そこでワインを製造し販売していたそうです。ホストファミリーはもともとベルン

ドルフに住んでいたわけではなく数年前にウィーンから引っ越してきたんだそうです。その

話をしているときに「私たちはウィーンからここに引っ越してきてよかった。なぜなら貴方

に会えたから」と言ってくれたときは本当に嬉しかったです。 

私は朝学校に行く前にホストシスターたちと鶏に餌をあげに行きます。まずは朝ごはんの

残りの野菜や果物を持って外に出ます。外に出たら向かい側の家から鶏の餌をとりスコップ

で計量し専用のコップに入れます。それを鶏の餌用の皿に入れ合図を出すと一斉に鶏たちが

こちらにかけてきます。とっても可愛いチキンズでした。 

私はホストファミリーと一緒にいてその家の当たり前の日常やホストファミリーの優しさ

を感じることができました。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 駿河 桜 

 

宮野目中学校 2年、駿河桜です。 

私は、オーストリアの建築物についてご紹介します。 

今回ご紹介する建築物は、シュテファン大聖堂です。この建築物は、モーツァルトの結婚

式や葬儀が行われた聖堂としても知られています。 

シュテファン大聖堂の外装はゴシック様式で、内部の祭壇はバロック様式であるそうです。 

初めてシュテファン大聖堂を見た時は、ハリーポッターの世界にいるような感覚でした。こ

の日は、天気が曇りで、より一層ハリーポッターのホグワーツにいるようで楽しかったで

す。あの時のワクワクは今でも忘れられません。 

私にとって、今回の海外派遣は自分の伝えたいことが上手く言えなかったりなどの様々な

場面で苦労がありましたが、諦めずジェスチャーなどをし上手く伝えられた時は自分の成長

が感じられとても嬉しかったです。 

今回の海外派遣で、学んだことや、苦労したことなどを幅広い方たちに伝えていき、この

海外派遣が途切れず、これからも続いていくことを願っています。 
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花巻市立花巻北中学校 2年 三好 裕心 

 

花巻北中学校 2年、三好裕心です。 

僕は派遣中に見学したベルンドルフ市の学校について発表します。 

僕達が授業に参加したギムナジウム校は、日本で言う小学 5年生から高校 3年生までが通

っています。そのためとても人数が多く、いろんな子達がいました。ここの学校は生徒が気

軽に先生に話しかけていて、先生と生徒の距離が近く感じました。そして日本の学校よりも

自由で、特に美術の授業時間にそれを感じました。机に座り、絵や物を作るのではなく、外

でテーマに沿って写真を各グループで撮るという内容で、みんなすぐに思いつき、物などを

自由に使い、発想豊かに写真を撮っていました。それぞれのグループの子達とすぐに仲良く

なることができ、とても楽しかったです。 

次に、見学した小学校のスティルクラッセンは、市の産業の発展に大きく貢献したアーサ

ー・クルップ氏が建てた学校で、1 つ 1 つの教室の建築様式が異なりました。子供達が様々

な異文化に触れられるようにクルップ氏が設計させたもので、全ての教室が博物館のようで

した。 

ギムナジウム校の生徒たちと交流し、日本人以外と話したりすることで、コミュニケーシ

ョン力がアップしたり、もっと話したいと思うようになりました。 
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ラットランド市 
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花巻市立石鳥谷中学校 2年 佐々木 和奏 

 

石鳥谷中学校の佐々木和奏です。私は訪問したラットランド高校についてお話します。 

私が訪れたラットランド高校では、石鳥谷との交流の歴史について全校が大事にしていま

した。先生方も多様性や個性を大切にし、生徒達に合った学習スタイルで行っていて、縛ら

れるものが少なく好きなものを好きなだけ探求し、学んでいました。 

専門的な授業では車の組み立てや塗装、林業、溶接、看護、プログラミングなど様々な分

野に分かれていました。この高校では 1 年目で基礎的な要素を学び、2 年目で実践的に学ん

でいました。他の人よりも大学での単位が取れて、就職に有利になるなどの利点がありまし

た。 

私は今回の訪問を活かして、今まで以上に積極的に学校行事に参加し、毎日の学習に全力

で取り組んでいきたいと思いました。 
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花巻市立南城中学校 2年 佐藤 桜衣 

 

 

 

 

 

 

 

私は、アメリカのラットランド市に行ってきました。 

私は生活の違いを中心にたくさんのことを学んできました。 

私が行ったラットランド高校では、花巻とは違い、ハロウィン特有の学校行事が行われて

いました。例えば、教室のドアをハロウィン仕様にデコレーションし、どのクラスが一番良

かったデザインだったのかを決めるコンテストや、ブラスバンド部の人達がハロウィンパレ

ードに参加しながら演奏するというものなどです。私が印象に残ったドアのデコレーション

は骸骨やイットのペニーワイズなどで、とても個性があって素敵でした。ブラスバンド部の

人達の中にホストスチューデントがいて、パレードに参加した派遣生もいました。 

また、ラットランド高校で授業を見に行った時に、生徒が韓国ドラマを見ていたり、立ち

歩きしたり、お菓子を食べていても、先生は注意するどころか、先生までお菓子を食べてい

ました。 

研修を通して、自分の学校とは違う授業風景や服装などたくさんのことを知って、国が違

うだけでこんなにも違いがあると新鮮な気持ちだったし、そのような学校生活も楽しそうだ

なと思いました。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 髙橋 翔太 

 

【ハロウィンについて】 

僕は、これからラットランドで経験したハロウィンについてお話しします。 

僕は、初めてハロウィンのためにとても大きなオレンジ色のカボチャでランタン作りをし

ました。カボチャの皮が硬くて目と口をくり抜くのは大変でした。僕は、怖い表情ではなく

笑っている顔にしました。その後、ホストファミリーの家でもランタン作りをして、カボチ

ャの中にロウソクを入れて家の外に飾りました。 

ラットランドでは、毎年ハロウィンパレードが夜に行われて、仮装した人たちが、楽器の

演奏や車に乗ってパレードしてお菓子を渡して歩いて、お祭りのようにとても盛り上がって

いました。 

10 月 31 日には、自分たちも仮装して、カボチャが玄関に置いてある家に、トリックオア

トリートと言ってお菓子を袋いっぱいに貰って歩きました。 

ハロウィンというアメリカでの伝統行事に触れ、パレードでは街中がお祭りのように盛り

上がっていて、みんなが楽しく過ごすために必要な文化だと感じました。僕も花巻の伝統行

事にもっと参加してみたいと思いました。 
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花巻市立矢沢中学校 2年 多田 心音 

 

10 月 30 日に行った子ども科学館でみんなと遊びました。この子ども科学館は東京ディズ

ニーランドを作った時に関わった人がデザインに参加した科学館です。 

ひさしぶりにたくさんあそんでとても楽しかったです。最後にみんなでかくれんぼをしま

した。 

同じ日に壁画、アート探検をしました。たくさんの大理石でつくられた像があり、壁に絵

がかかれていました。町の中のアートを探検してたくさん写真を撮りました。 

その絵はどれも個性が豊かでかっこいいです。リアルな絵から不思議な絵、全部文字だけ

のアートもありました。みんなきっと気に入ると思います。 
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花巻市立花巻中学校 2年 照井 澪 

 

こんにちは 花巻中学校 2年 照井澪です。私はラットランド市近郊で体験したハイキン

グについて話したいと思います。 

私たちは「ディア・リープ・ハイク」をしてきました。ディア・リープ・マウンテンとい

う山に登りました。私たちが行ったときは雪が降っていて、とても寒く、日本より早い時期

に降ることに驚きました。思っていた以上に道が険しかったですが、みんなで雪遊びをしな

がら登りました。ここ通るの！？っと驚く道だったので大変でした。頑張って登った先はと

てもきれいな絶景でした。立っている場所が急な崖だったので、怖かったですがみんなで今

食べたいものを叫びながら沢山写真を撮り、だんだんと楽しくなりました。帰り道は登りよ

り急なので転ぶ人が増えて泥だらけで帰る人が多かったです。 

私はこのような体験をして、海外派遣に行く前より「何事にも挑戦できる力」が出来たと

思います。いろんなことに挑戦して私は世界の価値観が変わりました。このことから私はも

っと世界と交流したいと思いました。これで発表を終わります。ありがとうございました。 

 

.
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花巻市立東和中学校 2年 吉澤 亮太 

 

こんにちは、東和中学校二年の吉澤亮太です。僕は、ラットランド市で受け入れてくれた、

ホストファミリーについてお話します。向こうの全てのホストファミリーは、とても優しく

フレンドリーで、僕のホストファミリーは、僕にいろいろな経験をさせてくれました。アメ

リカにつき、次の日にはホストファミリーと過ごし始めると言うこともあり、僕は緊張して

自分から話しかけることができませんでした。そんな僕を見て、ホストファミリーは向こう

から話しかけてくれました。それをきっかけに僕はたくさん一緒に会話をしてたくさん一緒

に遊びました。向こうの家族は、兄が 2人、妹が１人の兄弟構成でよく些細なことで喧嘩を

したり、一緒に仲良くテレビを見たりしていました。僕の家も男 3人兄弟なので、似たよう

なところがあり、国が変わっても変わらない家族という存在を身近に感じることができまし

た。 

また自分はこの海外派遣という経験を通して、一歩大人になれたと思います。今度はもっ

と英語ができるようになって、自分の力を試すような旅をしたいです。 
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クリントン村 
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花巻市立花巻中学校 2年 角舘 実咲 

 

花巻中学校の角舘実咲です。 

私はクリントンミドルスクールにあった、カフェテリアについてお話しします。 

カフェテリアといっても、日本でいう食堂のようなもので、主にランチのときに使用して

いました。昼ごはんは給食ではなく、自分で好きなものを選んで取るバイキングのような形

式でした。ピザやハンバーガー、レタス、トマトなどの野菜、牛乳など、いろいろな種類が

そろっていました。このほかに、お菓子などを購入することもできました。日本と違って、

自分で食べたいものを好きなだけとって食べられるのがいいなと思いました。しかし、好き

なものばかり食べて食事が偏ってしまうことも考えられます。その点、私たちが食べている

給食は、栄養バランスがよく考えられているので健康に良く、それはありがたいことだなと

改めて感じることが出来ました。 

このようなクリントンと花巻の違い知ったことで、今まで当たり前すぎて気が付かなかっ

たことに気づけ、自分の知識が広がったのでよかったです。派遣中、英語が上手く伝わらず、

自分の英語はまだまだなんだと感じることが沢山ありました。なのでもっと英語を勉強して

次にホストファミリーと会ったときには今回よりもたくさん会話ができるようにしたいです。  
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花巻市立矢沢中学校 2年 斎藤 悠 

 

私は、花巻とクリントンの食事の違いについて話します。 

まず、食べ物自体についてです。基本的には、サイズの大きいもの、ピザやハンバーガー 

のように一つで食事が完結するものが多くありました。味は、大味で味が濃いと感じるもの

が多かったです。そして、何を食べるにもスパイスが入っているのが印象的でした。 

次に、食事に対しての意識や考え方です。一番印象的だったのが、「残してもよい」という 

考え方です。自分が満足すれば食べ終わる文化が一般的でした。また、朝昼は軽く、夜はし

っかり食事を楽しむ、という感覚があるように感じました。 

クリントンで過ごしてみて、花巻との違いを沢山感じることができました。そして日本と

違う文化やがい念を知ることで自分の考えも広げることができました。中字生の私にとって、

海外に行くということは初めてでしたが、とても貴重で人生が豊かになるような経験でした。 

また、この海外派遣で、色々な文化や考えを理解する、受け入れる、ことができるように

なったと思います。そこで、自分の考えは固定のがい念でこり固まっていたことにも気づく

ことができました。この一週間は、あらゆる面で私を大きく成長させてくれました。事業に

関わって頂いた皆さん、ありがとうございました. 
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花巻市立東和中学校 2年 佐藤 琉唯 

 

テーマ「ハロウィン」 

ジャック・オー・ランタンを作りました。お店も家も学校も町中がハロウィンの飾りでに

ぎやかな雰囲気でした。私の家では前日に友人たちと日本の 2、3倍あるカボチャをスプーン

でくり抜き、ジャック・オー・ランタンを作りました。中に明かりを灯し、外に飾りました。

各々の個性が出ている素敵なものができました。 

当日はみんなで仮装しました。ホストシスターのジェイダと一緒に学校へ登校すると、バ

ズ・ライトイヤー、炭治郎、禰豆子、ホットドッグなどの仮装をした生徒がいました。校長

先生はミニオンでした。全員が仮装しているわけではなく、私が見た限りでは約 3分の 1ほ

どでした。学校が終わると、友だちの家にお邪魔し、みんなで準備をしました。私は魔女に

なりました。全身真っ黒で向かったのは、知らない人の家。自分の家の前でお菓子を「ハッ

ピーハロウィン！」と言いながら配っていました。お菓子の袋はすぐにいっぱいになり、寒

かったので少し早めに切り上げました。 

ハロウィンを通して感じたこと 

老若男女問わずみんなが楽しめる行事で素敵だとハロウィンを通じて感じました。日本の

お盆と同じような行事だったことが面白いと思いました。ジャック・オー・ランタンを初め

て作り、とても楽しかったです。学校で仮装できることがいいなと思いました。日本にもほ

しいです。お菓子を配っていた人たちはみんな優しかったです。私はクリントンの人たちは

すぐに優しさを出せて、はっきりと伝えることができていてすごいと思いました。すぐ行動

にうつせないですが、私もいいことはどんどんしていきたいと思いました。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 髙橋 麻央 

 

私は、お世話になったホストファミリーと私の家庭での違いを発表します。 

最初に話すのは、家庭での食事についてです。私がお世話になったところでは、ホストマ

ザーがご飯を作りキッチンまで自分で取りに行きます。ご飯を取りに行ったら後は席につい

て各自食べ始めます。私の家ではテーブルにご飯を並べて家族みんなで食べるので最初はと

ても驚きました 

次に話すのは家の造りについてです。私がお世話になった家族の家では、ドアが一階には

なくすべての部屋がつながっていました。私の家ではどの部屋にもドアがあるのでドアがな

いほうが移動しやすくていいなと思いました。 

最初は英語が伝わらず帰りたいと思ったこともありました。単語だけで会話をしていまし

たが、相手を困らせたりすることが多く、その分自分の英語が伝わったとき、嬉しくなって

その時から意識して会話の中でジェスチャーをつけてみたところ最初よりも私の思っている

ことが伝わりやすくなってジェスチャーは大切なことだと学びました。 

この海外派遣で私は、自分で考えて相手にわかりやすいように話すと言うところで成長で

きたと感じます。そして、協会の方や家族などに感謝して生活していきたいです。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 堀内 大楽 

 

僕が感じた花巻との自然の違いを発表します。 

僕が行った地域は酪農が盛んな自然豊かな場所でした。花巻ではよく見かけるスズメやカ

ラスなどの一般的な野鳥は見かけませんでした。そのかわり、家の周りや町の中でリスをし

ょっちゅう見かけました。花巻では人前にあまりあらわることがないので驚きました。 

また、僕が動植物を好きだと知ったホストマザーが大きな植物園に連れて行ってくれまし

た。そこは｢花｣｢砂漠｣｢熱帯雨林｣の 3つのドームに分かれており、私の住んでいる場所では

見ることができないたくさんの植物を観察することができました。驚いたのは木のように高

いサボテンで、自分の身長の何倍もありました。食虫植物をじっくり観察できたのも嬉しか

ったし、現地でしか見られない植物の多さに衝撃を受けました。 

その後ミシガン湖のほとりに自然観察に行きました。ミシガン湖は全世界で 5番目に大き

な湖で、向こう岸が見えないくらいなので湖というより海のようでした。姿は見えませんで

したがウミネコのような鳴き声を聞きました。 

現地では雪が降り始めるほど寒かったので植物や野鳥はあまり見かけませんでしたが、道

中に見る木も変わった形だったり、葉が大きかったり、茎が曲がりくねっていたりと、日本

では見かけない形のものばかりなのも印象的でした。 

このように僕の住む地域と現地とでは、植物の大きさ、形、そして広大な土地やスケール

の違いがありました。雄大な景色は想像をはるかに超える素晴らしさでした。 

今回僕が見ることができた範囲は一部分でしたが、これからも動植物の生態の違いなどを

調べていきたいと思いました。 
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花巻市立西南中学校 2年 八重樫 愛弓 

 

西南中学校の八重樫愛弓です。私は花巻とクリントンの登下校の違いについて話します。 

まず大きな違いは、ほとんどの生徒がバス登校だということです。晴れている日などは歩

いて登下校する人もいるそうですが、全体の 5パーセントほどだそうです。私の学校にもス

クールバスはありますが、バス登校の人はあまり多くないので、それを初めて聞いた時は驚

きました。二つ目は、クリントンミドルスクールはクリントンにあるたった一つの中、高等

学校なので、沢山のバスがあり、一つ一つに番号が振られていて、すべて同じデザインのバ

スでした。 

一つのバスで沢山の生徒の家に回るので、登下校だけでも 20分近くかかりました。運転は

日本と比べたら少し荒かったし、スピードが出ていた気がします。運転手さんは乗る度に生

徒とコミュニケーションをとる明るくて優しい人でした。 

また、登下校の際にバスになる時はほとんどの生徒が、親と犬とバスの近くまで来ていま

した。スクールバスを使うことで、親の負担が減ったり、安心して登下校ができたり、いい

点が沢山あると言うことが分かりました。 

私はクリントン村に行ったことで今まで知らなかったことを学べ、新しい考え方を見つけ

ることができてよかったです。なので、この事業に携わってくれた方々に感謝したいです。 
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ホットスプリングス市派遣研修報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 11月 6日～11月 15日 
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ホットスプリングス市派遣 

 

派遣生 

 南城中学校 伊藤
い と う

 史
し

織
おり

 

 花巻中学校         坂本
さかもと

 ひろな 

 宮野目中学校 髙
たか

橋
はし

 陽
よう

輔
すけ

 

 花巻北中学校 千葉
ち ば

 カムイ 

 宮野目中学校 米倉
よねくら

 怜
れい

花
か

 

  

引率 

 南城中学校 教諭  葛西
か さ い

 祥子
しょうこ

 

花巻国際交流協会 事務局員 多田
た だ

 千
ち

華
か
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花巻市立南城中学校 2年 伊藤 史織 

 

1 研修テーマ 

学校生活や日常生活が日本とどのように違うのか、またアメリカではどんな食べ物があるか

について調べたいと思いました。 

 

2 テーマ設定理由 

 海外経験のある塾の先生から日本と海外の違いについて事

前に色々と聞いていました。 

特に私は学校生活や授業スタイルの違いについて興味を持

っていたので研修のテーマにしました。また、私は食べること

が好きで食文化にも興味がありこれもテーマの一つとしてあ

げました。 

 

3 テーマについての事前調査 

インターネットで事前に調査 

・スマートフォンやお菓子などを持って学校へ行っている様子があった。 

・ハンバーガーやポテト、ピザなどカロリーが高い物がたくさんある事が分かった。 

 

4 研修報告 

私は、アメリカのホットスプリングス市の小中高の学校にそれぞれ行き研修をおこなってき

ました。その中でも一番心に残ったのは、ホットスプリングス自治区学校の日本で言う高等学

校での見学です。生徒はみんなとてもフレンドリーで明るく私たちにとても優しくしてくれま

した。校舎はとても大きく 1つ 1つの部屋も広くおどろきました。 

＜学校生活と授業スタイル＞ 

学校へのスマートフォンの持ち込みは、事前に調査していたとおりほとんどの生徒が持って

きていました。授業中での使用はなく休み時間に利用して

いました。 

授業で日本と違うところは、黒板はなくホワイトボード

や大型のモニターに映し授業していました。教科書を使用

した授業はほとんど見受けられず、日本のように先生が黒

板に書いたことをノートに書き写すこともありません。 

タブレットで授業を受けそのタブレットに自分で打ち込

みながら書き込むようなスタイルの勉強方法でした。 

私はタブレット１台で学校の授業を受けるスタイルが自

分に合っていると思いました。教科書や辞書を忘れること

もなく、今この世の中では覚えなければならない事柄や聞

きなれないＩＴ用語なども多くあります。 

辞書で調べることも必要だと思いますが、インターネッ

トでの検索は時間短縮などにも繋がり効率が良いのではと
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思いました。 

他には学校に制服がなく毎日私服での登校で、女の子は化粧もしており自由という点ではう

らやましいと思いました。けれど毎日着る服を選ぶのはちょっと大変かなとも思いました。 

＜食べ物＞ 

こちらも事前に調査していたとおり、学食は「ハンバーガーやピザ、ポテト」など油で揚げ

た食べ物が多くありました。バイキング形式になっていて、好きな物を好きなだけ取れるよう

になっていました。 

学校内にカフェテリアがあり、昼食時間になるとみんなが集まり好きな物をとって席に座り

会話をしながら楽しく食べていたのが印象的でした。 

ホストファミリーの家の朝は、日本の主食であるコメはほとんど食べることがなくパンやシ

リアルなどの軽めの朝食がほとんどでした。ホストペアレンツは仕事の関係で一緒に朝食を食

べることは出来ませんでした。ホストグランマが毎日私とホストシスターのために朝食を準備

し、学校に行く際にタンブラーにコーヒー入れて持たせてくれました。 

夕食は、毎日ホストマザーの手作りでホストファミリー全員が集合し

て一緒に食べます。メニューの一例として挙げると、皮つきの蒸したじ

ゃがいもにバターをのせた日本で言うジャガバ

ターやチキンカツ、ワンタンのようなモチモチし

た食感の具が入ったクリームシチュー、ミートソ

ース味のショートパスタなどを食べました。 

＜ホストファミリー＞ 

ホストファミリーのお家に行ってまず感じたことは広大な敷地です。ホストファミリーは犬

を飼っており、家の周りは柵で囲まれ広い庭で毎日犬が自由に駆け回っているため犬の散歩を

することがありませんでした。ドッグランが庭にある感じが、アメリカの土地は広大だなと思

える光景でした。 

自宅の部屋の構造が日本とは全く違い、ベッドのあ

る各部屋にトイレ、シャワー洗面台があることにおど

ろきました。調理と食事をすること以外はすべて各部

屋で生活できてしまうことです。 

バスタブがなくそこも日本との違いがありました。

お風呂好きの

私にとって毎

日シャワーだ

ったのでちょっと疲れがとれにくいと感じました。全

身が温まるお風呂が恋しくなりました。週末にはホス

トファミリーと一緒に国立公園やダウンタウンに行き

ました。ホットスプリングス市は、花巻市と同じく温

泉があり国立公園内には上流から熱いお湯が流れ触れ

ることが出来るスペースがありました。今回の研修で

は残念ながら温泉に入る時間がなく地元花巻の温泉との違いなどを調べることが出来ません

でした。機会があればまたこの地を訪れ温泉に入ってみたいです。 
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町はクリスマス一色にイルミネーションが飾られていました。メインストリートには雑貨や

洋服などが飾られたお店がたくさん並び、とてもわくわくするような場所で、あっという間に

時間が過ぎ去りました。花巻では見ることのない街並みで温泉の噴水などもありすてきな場所

でした。 

 

5 まとめ 

今回の研修テーマである学校生活や日常生活・食文化の違いですが、学校生活ではある程度

自由な部分がありのびのびとした学校環境で授業を受けている印象でした。日本は規律が重視

され学校における集団生活である程度我慢など、忍耐力が自然に身についているのではと感じ

ました。 

生活や食文化では、お風呂ではなくシャワーでの生活、主食が米ではなくパンの食事など、

もともとの生活様式に違いがありました。これは住んでいる地域の生活習慣や風習、価値観の

違いがあるものだと感じました。特にお風呂はシャワーと違い、体が温まり心身をリラックス

させる効果があります。日本人の主食であるご飯のおいしさなど研修を通して日本の良いとこ

ろが沢山あると感じました。 

また初めはうまく話せるかわからない不安と、日本とは違う生活面で積極的に話すことが出

来ませんでした。ホストファミリーと数日間過ごしもっと話したいと思うようになり、自然と

英語でコミュニケーションがとれました。身振り手振りや表情など顔を見て話し、自然とお互

い笑顔になり毎日が楽しくわくわくした気持ちになりました。 

この研修で変わったことは、授業で分からないことや詳しく教えてほしい時など積極的に質

問し話しが出来るようになってきた感じがします。 

今回は花巻市の代表としてこの海外派遣研修に行かせていただき本当にありがとうござい

ました。今後、私も海外との交流の懸け橋の一員となれればと思います。 
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花巻市立花巻中学校 2年 坂本 ひろな 

 

1 研修テーマ 

私が派遣研修で調べたいことは、アメリカやホットスプリングスの食事についてです。日本

とアメリカでは、料理や食事に使う道具も違うので、現地に行ってその食事を体験したいと思

いました。  

 

2 テーマ設定理由 

 食事は国ごとに料理や道具などが違いますが、日本とはどんなところが違うのか気になった

からです。普段は、どんな料理を食べているのかも調べてみたいと思いました。 

 

3 テーマについての事前調査 

インターネット「日本とアメリカの食事のちがい」について調べたところ 

・アメリカは多様な民族が移民することにより発展してきたため、さまざまな国の食文化と

先住民の食文化とが融合していったということが分かりました。 

 ・日本とアメリカの食事のちがいは主食や手間、食事形態などにあるそうです。 

 

4 研修報告 

 現地での食事は、ハンバーガーやフライドチキン、ピザ、ポテトなどのファストフードが多

かったです。 

お昼ご飯や、夜にホストファミリーと外食をしたときのほとんどがファストフードでした。

日本のファストフードと比べると、サイズが大きくハンバーガーの具がパテのみで油が多く日

本のほうが健康的だなと感じました。 

学校には給食のかわりにカフェテリアがありました。日本でいう食堂のような感じで、いく

つかのメニューの中から自分で好きなものを選ぶ形でした。アメリカにはいろいろな国の人、

ベジタリアンなどの人がいるため、自分の好きなものを選んで食べられるようになっているの

かなと思いました。 

日本の給食はメニューが決められていますが、私は

苦手な食べ物がたくさんあるので、自分で選んで食べ

ることができるこのスタイルがすごく自分に合ってい

るなと思いました。 

ホストファミリーの家では、ホストマザーが毎日い

ろいろな料理を作ってくれました。主なメニューはパ

ンやパスタなどを食べていて、料理にかかる時間は一

時間弱でした。私はご飯よりもパンが好きで、家でも

朝ごはんはパンを食べていたので、アメリカでの食事が思っていたよりも合いました。 

食事をするときは、ホストファミリーみんなで集まって食べるときもあれば、時間によって

ばらばらで食べるときもありました。私の家では家族そろって必ずご飯を食べるので、不思議

だと感じました。みんなで集まったときは、一日の出来事や学校であったことを話していまし

た。私の家でも今日の出来事を話すことが多いので、その部分が似ていると感じました。 
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休日には、ホストマザーとホストシスターとサルサソースを

一緒に作りました。サルサソースとは、スペイン語で「ソース」

という意味で、アメリカ南西部で使われることの多いソースで

す。 

学校のカフェテリアにも、タコスなどのアメリカ南西部の料

理がありました。もともとアメリカ南西部発祥の料理もアメリ

カで一般的に食べられるようになっていると聞きました。 

日本では、まだタコスなどを食べる機会はほとんどありませ

んが、中華や韓国などのアジアの料理はブームもあり主流にな

ってきました。 

アメリカでもご飯が食べられるところもありましたが、実際に食べると日本のお米はすごく

おいしいと改めて感じることができました。 

私がアメリカで一番おいしかったと感じた料理は、ホストフ

ァミリーが作ってくれたミートボールとフレンチトーストで

す。どちらも、日本でよく食べられるような味付けでした。 

ミートボールのサイズが、私の知っているミートボールの倍

の大きさでとても驚きました。フレンチトーストには、粉糖や

メープルシロップ、果物をのせてくれました。まるでお店で出

てきそうな見た目で、おしゃれだなと思いました。ホストファ

ーザーは、フレンチトーストに大量のメープルシロップをかけ

て食べていました。 

 

5 まとめ 

 食べ物、その大きさ、味付けなど、日本とは違う部分を実際に体験しながら見つけることが

できました。普段の食事は、ホストファミリーが日本でもよく食べられるような料理もたくさ

ん作ってくれました。 

今まで見たことがなかった料理も作ってくれて、いろいろな料理に挑戦することができまし

た。これだけバラエティ豊かな料理があるのは、いろいろな国の人がアメリカに住んでいるか

らだと感じました。 

ホストファミリーの家は私の家よりも大きく、家のつくりや普段の過ごし方はほとんど同じ

でした。自分の家と違う部分は、家の中で靴を履いたまま過ごし、シャワーとトイレが一緒と

いうところで、なかなか慣れることができませんでした。ホストファーザーの趣味は DIY で、

家の中にあった暖炉やベランダはホストファーザーの手作りと聞き、すごく驚きました。 

言葉も思うように通じない中、ホストファミリーと一緒に UNOや映画やアメリカンフットボ

ールの試合を観るなど、私も楽しめるように考えてくれました。そして私が答えやすいように、

「yes」か「no」で答えられるような質問やゆっくり話してくれて、すごく嬉しかったです。一

緒に過ごしてくれて、感謝の思いでいっぱいです。 

今回の派遣研修を通して、たくさんのことに挑戦することができました。初めて海外や、ホ

ームステイ、英語での会話など、緊張すること不安になることもたくさんありました。けれど、

ホストファミリーや訪問した学校の生徒や先生方のおかげで、とても楽しい 7日間を過ごすこ
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とができました。 

言葉が通じなくても、思いや感情を伝えることができると実感することができました。この

経験を活かし、これからは何事にも全力で挑戦していきたいと思います。またこの研修で、英

語をもっと学びたいと強く思うようになりました。派遣中は英語がまったく聞き取れず、翻訳

だよりになることが度々あり「あの時こう言っていればよかったな」と後になってから思うこ

とが多くありました。 

もう一度ホットスプリングスに行き、ホストファミリーともう一度話をしたい。自分の思い

や感謝などの伝えたいことを自分の声でしっかり伝えたい。これらの夢をかなえるために、私

はこれからも英語の勉強をたくさんして、英語力を高めることができるようにがんばります。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 髙橋 陽輔 

 

1 研修テーマ 

 アメリカのお菓子や普段の食事について学ぶ。 

日本とどういった違いがあるのかを調べる。 

 

2 テーマ設定理由 

 食べることが好きだから。また、以前日本のお菓子が外国で売れているとテレビで知り、お菓子

のビジネスに興味が沸いたから。 

 

3 テーマについての事前調査 

お菓子について 

・全体的にしょっぱいものが多い。 

・チーズ風味の物が多い。 

・味が濃い。 

  

食事について 

・朝ごはんを日本のようにしっかり食べず、シリアルやパンケーキなどシンプルなものを食べる。 

・肉を食べることが多い。 

 

 

4 研修報告 

＜お菓子について＞ 

 アメリカのお菓子は、日本のお菓子とは別物であった。見た目も味も何もかもが違かった。日本

のお菓子は、『小さい袋に少ない量。商品のパッケージの見た目から想像できる味で、濃すぎない。』

といった物が多い。 

 しかし、アメリカのお菓子は、袋は大きく量はとても多い。袋が小さくても中にぎっしり詰まっ

ているといった感じだ。味は濃く、甘い物（グミ、キャンディー）だったらすごく甘い、しょっぱ

いもの（ポテトチップス、トルティーヤチップス）はとことんしょっぱかった。素材の味もするが、

甘さや塩気の方がかなり強く感じた。ホストマザーのアマンダさんは、日本に４回も来た事があり

意外に日本に詳しかった。「そこで日本とアメリカのお菓子の違いは何か？」と聞いたら、やはり

「taste」と答えた。「日本のお菓子と比べるとアメリカのお菓子は細かい味、香りが無くて雑な感

じがする。」との事。 

 そんなに違うのか！と衝撃を受けたのは確かだった。だが、アメリカのお菓子にも日本に勝る物

がある。それは「種類の多さ」だ。 

 ホストファミリーに連れて行ってもらったダウンタウンにある駄菓子屋さんでは、広さはコンビ

ニくらいだが圧倒的に種類が日本よりも多かった。冗談抜きにお菓子で壁が埋め尽くされているの

である。右を見ても左を見てもお菓子まみれ。長い時間そこにいても飽きないような雰囲気だった。 
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＜食事について＞ 

 アメリカの食事といえば、映画で見るようなでかい肉やハンバーガーを想像するだろう。まさに

その通りだった。何から何までデカすぎる。リアルアメリカンサイズ！ 

 

・朝ご飯 

 朝ごはんは非常にシンプルな物だった。パンケーキとベーコン、シリアル、トーストとジャムな

ど事前に調べたものとあまり変わらなかった。普通に日本でも食べられるようなメニューであった

が、僕にとっては少し物足りなかった。また、朝からドーナツを食べる時がありそれは流石に起床

したての腹には重かった。 

 

・昼ご飯 

 学校ではピザ、ハンバーガー、トルティーヤチップス、スクランブルエッグ、パンが食堂によく

並んでいた。かなりガッツリ食べるよりかはほどほどに食べるメニューばかりだった。学生達は家

から持ってきたであろうお菓子と一緒にお昼ご飯を満喫していた。日本の給食は出てきたものはす

べて食べる形式だが、アメリカは好きな物を好きなだけ取って食べるバイキング形式だった。自分

はバイキング形式の方が好きだから日本もバイキングになって欲しいなと思った。 

 ホストファミリーと行った店は二つあり一つ目の店ではフライドポテト、スクランブルエッグ、

ホワイトグレービーソースをフライドチキンにかけた物を、二つ目の店ではハンバーガーとサラダ

を頂いた。ホワイトグレービーソースはなんか甘いようなしょっぱいような、生クリームとバター

が混ざったような味だった。 

 

・夜ご飯 

 ほとんど外食に連れてってくれ、家でご飯を食べたのはたった一回だった。 

 いろんな店に行き、ピザ、どでかい牛肉、ナゲット、メキシコ料理（タコス、トルティーヤチッ

プス、名前は忘れてしまったがピーマン、鶏肉、チーズ、米を和えたもの）それぞれを頂いた。す

べてとても美味しかった。しかし、どれも量が多く食べきれないものもあった。一番個人的に美味

しかったのはピザで、食べている時にものすごく幸せだった。メキシコ料理は食べるのが人生初で、

味に少し慣れなかったが美味しかった。 

 家で食べたご飯は、ホストマザーが作ってくれたスパゲッティだ。シンプルにトマトソースだけ

で和えたもので、お店みたいで美味しかった。 

 

5 まとめ 

 アメリカのお菓子、食事はどれも日本のものとは異なり、美味しい物が多かった。少しではある

がアメリカの「食」を体験する事ができてよかった。研修テーマの「日本とどういった違いがある

のか調べる」について、自分なりに出した日本とアメリカのお菓子と食事の大きな違いは「味」と

「食の感じ方」である。 

 では最初にお菓子について。ホストファミリーのアマンダさんが言っていた「アメリカのお菓子

の味が雑」いう意味が自分も少し納得できた。先ほども述べさせて頂いたが、やはり甘さや塩気の

方が強く感じるのだ。確かに美味しいところはある、しかし個人によって違うかもしれないがずっ

と食べていると妙に飽きが来てしまうところがあった。 
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 次に食事について。いろんなアメリカンフードを食べさせてもらった。これらは肉を使った料理

がほとんどで魚、穀物などは少なかった。日本の肉料理と違って、慣れるのに時間がかかった。ソ

ースなどの上からかける物で食べ進めていたからである。日本はそのまま食べたり、塩だけで食べ

たり、レモンを少しだけかけて食べたりするが、アメリカは絶対何かをつけたりかけたりして食べ

ていた。そのまま食べることはまずなかった。食材の味を楽しんでいないように感じた。 

 今回海外派遣に参加させて頂いたおかげで、自分の世界が広がった。ホストファミリーの方々が

毎日いろんなところに連れて行ってくださり、見学したそれぞれの学校の生徒さん達が普段の生活

を教えてくれたのでアメリカの「普段の毎日」を知る事ができた。 

 数え切れないほどの素晴らしい経験ができ、毎日が楽しかった。英語はジェスチャーを使いつつ

会話したが、意味が伝わらない時はスマートフォンを使った。聞き取りも最初は慣れなかったが最

後の方は聞き取れる語数が大幅に増え、ハンドシェイクも覚えた。 

 これからはもっと英語を勉強していつかまたアメリカに行った時は自信を持って会話できるよう

になりたい。また、海外派遣事業に関係してくださった花巻市内の方々、先生方、ホストファミリ

ーの方々に感謝の気持ちを忘れず、この沢山の経験を絶対に無駄にしないよう、高校や将来何かの

職業についた時に活かしていきたい。 

 本当に楽しい一週間だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⒊夜ご飯 

 

⒈朝ご飯 

⒉昼ご飯 

⒋駄菓子屋 

 

５.ホストファミリーと私たち 
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花巻市立花巻北中学校 2年 千葉 カムイ 

 

1 研修テーマ 

外国の建物の外装、モチーフ、内装、家具の特徴、設計の特徴と日本との違い。また海外の

建物による日本への影響やアメリカ特有の文化の特徴など。 

 

2 テーマ設定理由 

将来建築士になりたいので、学習のために調べたいと思ったからです。また、趣味でアニメ・

漫画・小説をよく見るので海外のことを知り、交流してみたいと思ったからです。    

そして将来役立つ情報や文化を知ることで、自分の成長につなげたいからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

アメリカの家の外壁材料は他の国と比べ耐久性が高く、メンテナンスの手間がかかりにくい

のが特徴だそうです。ホットスプリングス国立公園は歴史ある建物がたくさんあるのでぜひ見

に行きたいと思いました。そしてアメリカは二つの構造の建物があることが分かりました。 

一つは量産型の建物です。壁はレンガやコンクリートを使用し、簡単な作りで基本的に住宅

地に多く見られます。二つ目は教会文化施設の建物です。構造は複雑でたくさんの材料を用い

ていることが分かりました。これらのことを調べてアメリカに行ったらホストファミリーの家

の特徴、僕の家との違い、なぜ量産型の建物が多いのかなどを調べたいと思いました。 

 

4 研修報告 

僕のホストファミリーの家は２階建てで、1 階は車庫 2 階が主な生活スペースになっていま

した。基本的に一人一部屋で、部屋の中には僕の家にはあまりないタンスがありました。さら

にカーペットが各部屋に敷かれていました。多分靴のまま家に入るので家を汚さないために敷

かれているのかなと思いました。 

僕が行ったホットスプリングスは温泉が有名で、温泉をモチ

ーフにした建物が多くありました。ホットスプリングスの温泉

の歴史などを学べる博物館のようなところに行きました。建物

はあまり木を使っているようには見えなく、日本の温泉のよう

に自然や木のぬくもりを感じられず、コンクリート製で温水プ

ールのような感じでした。この点では日本の景観のほうが僕は

好みです。 

ホットスプリングスの建物は、日本の神社などのように複雑

な構造の物はあまりなく精密さ重視ではないように感じまし

た。壮大な構造や教会の様な神秘的で宗教的な雰囲気というも

のを重視しており、あまりコストがかからない量産型のような

建物が多くあった気がします。 

このことからホットスプリングスは、日本の市町村などに比

べ面積が大きく人口も多いため量産型の建物が多いのかなと

思いました。また現在の日本では海外建築の特徴を取り入れた外装で、屋根は瓦を使わずコン
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クリートなどを用いた洋風モダンな感じの建物が増えています。 

その理由は日本家屋の建築様式が複雑で費用がかかります。一軒家を低予算で建てたい人に

とって、アメリカの量産型建築が適しているからです。このまま洋風モダンな建物が増え続け

日本家屋が減ると、日本の将来は神社などを除きすべてが海外風な特徴を持った建物だけにな

ってしまうと予想しました。これはまずいことです。なぜなら日本のとても重要な文化の一つ

が消えてしまうからです。自然と共生するためにも木材を使う日本家屋の文化はなくならない

ほうがいいと思いました。 

 

5 まとめ 

今回ホットスプリングスに行き、将来自分が建築士として役に立ちそうだと思ったことは、

多文化を取り入れ進化させることです。 

たとえば日本の大手建築会社が作っている家は洋風モダンでありながら、木造主原料を重視

し地球のことを考えて設計しています。そして洋風モダンでありながら自然と共生を重視して

木造で作られています。これはアメリカと日本の文化が合体してできたようだと僕は感じまし

た。これなら伝統的な日本家屋がなくなってしまうけれど、自然と共生するためにもこの考え

方は重要視すべきだと思いました。 

僕が行ったホットスプリングスの学校制度は大学まであり、受験をしなくてもよい小中高合

体の学校や、頭の良い人は飛び級できるシステムがあったりと

ても環境がいいと思いました。なぜならもっと上のレベルを勉

強したい人は飛び級することで時間短縮ができ、より早く世間

の知識を身に付けることが出来るからです。 

アメリカでの食生活は好きなものを好きなだけという風習

があるとホストファミリーに言われました。また今回は少しし

か見られませんでしたが中央通りのストリートアートなどは、

自由の国であるアメリカの文化が伝わってきました。 

アメリカに行って成長した点は英語での会話力の向上と積

極性です。最初のころは携帯の翻訳機能に頼りすぎて英語を話

せませんでした。けれども途中から聞き取るだけでなく自分か

ら〝喋る〟ようになり始めると相手が話していることがだい

たい分かってきました。そしてホストファミリーに「どこ行き

たい？」などの質問をされたときも、自分の意見をはっきりと

言うことが出来る様になりました。 

今後の目標はもう一度アメリカなどの海外に行き、今回以上にもっと積極的に現地の人と交

流を深め、まだ知らないアメリカの文化などを知りたいです。こうして得た知識を自分の成長

につなげていきたいです。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 米倉 怜花 

 

1 研修テーマ 

ホットスプリングス市で見られる植物・自然、温泉について  

 

2 テーマ設定理由 

  植物や自然が大好きだから。また、家族と温泉によく行くので、海外の温泉を見てみたい

と思ったから。 

 

3 テーマについての事前調査 

  インターネットで調べた。ホットスプリングス市には国立公園や展望台のようなところが

あり、特にそこの近くで植物や自然について調べられそうだった。温泉の今は歴史や当時の

施設・設備を知ることができる記念館として残っている。 

  

4 研修報告 

 ＜植物・自然について＞ 

  国立公園のところでは、紅葉がきれいな街路樹があった。展望台からも素敵な自然が感じ

られた。ホットスプリングス市はどこに行っても紅葉が見られ、木々は日本よりも木全体に

葉がついているような感じがした。紅葉は、赤・オレンジ・黄色など、とても色とりどりで

きれいだった。 

ホストファミリーの家の周りも自然が豊かで、毎日紅葉がたくさん見られた。学校の周り

は道路や紅葉に囲まれているなど様々だった。コールマン水晶鉱山や展望台に行ったとき、

ホットスプリングス市は空気が澄んでいると特に感じられた。紅葉シーズン以外のホットス

プリングス市の自然も見てみたいと思ったので、次に行くときは違う時期に行ってみたい。 

 

＜温泉について＞ 

  国立公園にたくさん温泉の建物が並んでいた。今でも温泉に入れるところは一つしか残っ

ていないが、他の温泉の建物は記念館のような感じになっていた。 

建物の中は、フロント・浴場・脱衣所などが当時のまま残っていた。また電気マッサージ

を行う部屋・スチームを浴びる部屋・ジムなどもあった。 

ホストファミリーに聞いたところ、当時（バスハウスがスパをして営業していた頃）はア

メリカの各地からたくさんの人がホットスプリングス市に来て、温泉に入っていったらしい。

温泉に泊まることもできたそうだが、部屋を借りる（一泊する）のには結構なお金が必要だ

ったらしく、お金持ちの人しか利用できなかったらしい。今は国立公園の敷地の中に小さな

温泉のようなものがあり、触ってみると日本の温泉と同じ温度だった。 

私が行った時も他の観光客でにぎわっていて、温泉の写真を撮ったり買い物をしたりして

いた。時がたった今でも、ホットスプリングス市は素敵な観光地だと思った。 

温泉の歴史を感じることができるだけでなく、自然が豊かで人々も優しくいい人ばかりだ

からだ。私は温泉に入ることができなかったが、いつか観光で行って入ってみたいと思った。

ホストファミリーの話によると、温泉に入る時は水着を着るらしい。そこも日本とは違うな
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と思った。 

 

＜その他＞ 

ホットスプリングス市にいた期間はほとんど晴れていたので、星空を見るのが好きな私は

夜少し外に出て空を見た。そこで私は、花巻市とホットスプリングス市では星座の見える位

置が違うことにとても興味を持った。 

普通に考えれば当たり前のことかもしれないが、「いつも見ていた夜空はこっちにオリオ

ン座があったのにホットスプリングス市の空だとあっちにある！」と、とてもわくわくした。 

見える位置が違うと、今の時期花巻では見られない星座も見られるので、いつかこのこと

も調べてみたいと思った。また、ホットスプリングス市はとても空気が澄んでおり、空もと

てもきれいに見られた。美しい夜空を見ることができて私はとても嬉しかった。 

 

5 まとめ 

  ホットスプリングス市は自然がとても豊かで、温泉が有名という歴史を今でも大切にして

いた。とても紅葉や夜空がきれいで感動した。日本の自然も美しいが、海外の自然もとても

美しいことをたくさんの人に広めたい。 

最初はホットスプリングス市の方々とうまく話すことができなかったが、ジェスチャーや

翻訳アプリなどを使ってだんだんとうまく話すことができた。海外で過ごすうちに、少しで

はあるが英語力やコミュニケーション力が身についたと思う。ホットスプリングス市の方々

はとても優しく、面白い人も多く一緒に過ごしていて楽しかった。 

  ホットスプリングス市の方々とのコミュニケーションを通して学んだことがある。1 つ目

は英語でうまく伝えられなくても、自分の力で単語やジェスチャーを使い会話することが大

事だということ。2 つ目はやったことがなくても積極的に挑戦することで、新しい自分に出

会えることだ。学んだことを、今後の学校、普段の生活、将来と様々な場面で生かしていき

たい。もっと英語を勉強して、翻訳アプリを使わなくてもすらすら英語が話せるようになり、

またホットスプリングス市に行きたいと思った。 

将来は、自分の好きな自然や星空などの日本と海外の共通点・相違点をたくさんの国に行

って自分で調べていきたいと思う。 

  最後に、今回このような滅多にない貴重な経験をさせて下さった花巻市、国際交流協会の

皆様、引率の方々、ホットスプリングス市の方々、同じグループの仲間に感謝を伝えたい。

そして、この研修に参加させてくれた私の家族、そして初めての海外での生活を応援してく

れた学校の先生・生徒にも感謝したい。研修を通して、また海外に行きたいという気持ちが

芽生えた。 

私は、高校生になったらまた海外派遣事業に参加しようと思う。次は行き先が変わる可能

性もあるがどこに行くにしても、様々なものに興味を持ちたくさんのことを学んできたい。

これからも英語を勉強して、コミュニケーション力を高めていきたい。私の長所の一つであ

る、何事にも興味を持ち自ら挑戦する積極性などももっと向上させて、今よりも成長できる

ように頑張りたい。 
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 ↑ホットスプリングス国立公園での写真 

 

 

                        ←コールマン水晶鉱山での写真 
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引率 花巻市立南城中学校 教諭 葛西 祥子 

 

１ 研修テーマ 

 ①アメリカの学校と日本の学校の違いを考える。 

  （→制度的なこと、生徒たちの様子など） 

 

 ②特別な支援を必要とする生徒へは、どのような方法で指導を行っているのか。 

 

２ テーマの設定理由 

 ①どのような教育環境の中で生徒たちが学習をしているのかを知り、日本の教育と比較する

ため。また、生徒の様子を知ることで、日本の子ども

たちにつけるべき力はどのようなことなのかを知り、

指導に生かすため。 

  

 ②「教育の多様性」や「インクルーシブ教育」など

が注目される中、特別な支援を必要とする生徒へはど

のような指導がなされているのかを知るため。 

 

３ 研修報告 

 ①税金がきちんと教育に使われているのが目に見えてはっきりわかる。 

 

【教育施設】 

日本とは比べものにならないくらい充実している。各教室には大きなモニターが設置されて

おり、図画工作の授業では、先生が作業している手元の様子が実物投影機によってモニターに

映し出され、視覚的に子どもたちの手助けになっていた。 

 

【授業の様子】 

授業が始まると教室は施錠される。最終日に伺った LAKESIDE 

SCHOOLでは生徒の出欠が１時間目で取られ、出席が確認できな

い場合は保護者にメールをする。授業中にトイレや保健室に行

く場合は、教科担任の先生が管理職にメールをする。そうする

ことで、生徒の動きを全体で把握することができるという。 

授業は、10年ほど前までは、日本のように教師の話を聞いて

挙手して発言するというものだったが、今は周りの生徒と自由

に話すことができるようになったとのこと。この時に授業を担

当していた先生は、「日頃から話や雰囲気を心がけているし、間

違ったとしてもそれをみんなでカバーすればいいと考えてい

る。わかる人はみんなに教えてあげたら良いのだから」と話し

てくれた。  
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②特別に支援が必要な生徒に対する支援 

基本的には学校による。LAKESIDE SCHOOLでは、日

本と同様、支援員さんがついてサポートをする。自立

活動については、支援学級で行う。支援学級には洗濯

機やオーブンなど、生活で使う物が一通りそろってい

て、練習できるようになっている。他には、支援学級

と分けることなく、みんなが通常学級で教育を受ける

という方針の学校もあるそうだ。 

 

③その他 

私が帰宅後、しおりにその日の出来事や気づきなどをメモしていると、ホストマザーはきま

って、「祥子は真面目ね」と声をかけてくれた。その様子や、私が使っていたペンケース、毎朝

の服装などを見て、日本人は行動も服装も持ち物もきちんとしていて、全体に整理されている

印象があると話してくれた。 

ホストファミリーはよく近所の親しい人を招いて夕飯を食べていたのだが、その準備をする

のはいつも男性、お父さんたちだった。準備の間、お母さんたちは持ち寄ったワインやサラダ、

チップスなどを嗜みながらおしゃべりしている。その様子を見て、私はとても驚いたと伝えた。

日本の家族の特徴や、父親、母親の役割などを加えて話すと、ホストマザーは「この様子を動

画で撮って、中学生の男の子たちに見せるといいわよ。女性をいたわることは、とても大切な

ことなのよって。」と笑っていた。日本人はきちんとしているのに、家庭で男性はほとんど役割

を果たさないことに驚きと残念さを感じていたようだった。 

 

４ まとめ 

生徒たちは服装や髪型、持ち物も自由である。授業時の号令や挨拶もない。自由度はかなり

高めであるが、個々の責任が問われる場面が多いように感じる。自分の考えや疑問を常にもち、

それを相手にきちんと発信できること、授業の準備や片付けなど、一人一人が役割をもち、仲

間のために働くこと。このような意欲的な姿勢は、日本の子どもたちには足りない。授業を受

ける時には、わかろうとする姿勢や、常に疑問をもちながら参加をするということが絶対必要

だと聞いた。 

義務教育を終え、社会で通用する人間に育て

るために、学ぼうとする前向きな態度、失敗を恐

れず挑戦する姿勢、誰かのために働くという優

しさを、中学校生活で身につけさせたい。 

引率には不安はありましたが、このようなす

ばらしい機会を与えていただき、自分の教育観

や役割について考えることができました。感謝

しています。ありがとうございました。 
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ベルンドルフ市派遣研修報告書 
 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 11月 5日～11月１4日 
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ベルンドルフ市派遣 

 

派遣生 

 東和中学校 梅木
う め き

 聖
あきら

 

 宮野目中学校 岡本
おかもと

 來海
く る み

 

 花巻北中学校 菊池
き く ち

 蒼海
う み

 

 湯口中学校 佐々木
さ さ き

 彩花
あ や か

 

 宮野目中学校 駿河
す る が

 桜
さくら

 

 花巻北中学校 三好
み よ し

 裕心
ゆうしん

 

  

引率 

 矢沢中学校 教諭  三浦
み う ら

 美和子
み わ こ

 

 花巻市国際交流室 主査 鈴木
す ず き

 皓也
こ う や
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                        花巻市立東和中学校 2年 梅木 聖 

 

1 研修テーマ  

オーストリアの伝統衣装について 

 

2 テーマ設定理由 

将来、私は和服に関わる仕事に就きたいと思っています。そこで、和服をもしデザインする

ときに海外の伝統衣装を着る場面や構造、そして歴史を知っていることで、日本だけでなく他

国の人々からも愛されるような服を作ることができると思ったからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

インターネットや本でテーマについて調べました。オーストリアの伝統衣装は「ディアンド

ル」というアルプス山脈の農家の女性が着ていた衣装が基礎となっています。現在では浴衣や

着物と同じように多くのほとんどの人は日常着としては着られていないようです。 

「ディアンドル」とはバイエルン・オーストリア語で「娘さん」や「お嬢さん」という意味

であり、町中に出稼ぎでやってきた農村出身の若い娘達に対する「お嬢さん」という呼びかけ

がそのまま服装の名称となったそうです。 

 

4 研修報告 

 ディアンドルはドイツ南部バイエルン州からリヒテンシュタイン公国、

オーストリア・チロル地方、スイス、イタリアのアルプス地方にかけて着

られていた伝統衣装です。 

 エプロンには、たくさんの色のものがありますが、結婚式などでは白い

ものが身につけられました。エプロンの腰ひもの結び目にも意味があるこ

とを初めて知りました。未婚の場合は結び目が左側に、既婚の場合は結び

目が右側になります。さらに未亡人の場合は後ろ結びになるそうです。 

 構成は、前が開いていて襟ぐりの深い、短い袖のないボディスの下に、

ブラウス、踝まで覆う長いスカートまたは膝丈のスカート、エプロンが伝

統的です。ボディスはボタンやホックだけでなく、紐で締めるタイプもあります。より伝統的

なスカートは無地やチェックなどシンプルな生地で作

られます。冬ではブラウスがハイネックになり、厚地の

木綿やウールなどで仕立てられます。 

労働着として着られていたため、装飾が非常にシンプ

ルでしたが、1870 年代になり、オーストリアの上流の

女性にも着られるようになり、ベルベットやシルクな

どの高価な生地で仕立てられ、刺繍などの装飾が施さ

れるようになりました。 

 近年では様々なデザインが見られるようです。ボー

イスカウトのパーティに参加した時、小さな女の子か

ら大人の女性まで、たくさんの人がディアンドルを着

ボディス 

様々なデザインのディアンドル 
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ていました。私のホストマザーが着ていたものはボディスが黒く、スカートが紺色で、シンプ

ルで伝統的なデザインでした。一緒に参加した派遣生が着させてもらったものは、ボディスと

スカートにバラの模様が施されていて、エプロンが赤褐色でした。上下が別々ではなく、ワン

ピースのようになっていました。その生徒のホストファミリーもボディスとスカートが赤のチ

ェックで胸の部分にバラの刺繍がしてあり、エプロンも水色でした。さらに、パーティで出会

った女の子が着ていたディアンドルは、赤と黒でまとまっていて、スカートに骸骨の模様があ

り、パンク調でした。他にも、パステルカラーのものを着ている女の子もいました。私は初め

て見た時とても驚きましたが、時代が進むごとに多様に進化するのだなと思いました。私はそ

れが悪いことではないと思っています。今までの伝統を今の若者にもたくさん愛してもらえる

ようになるのはとてもうれしいことだと思うからです。完全に崩してしまっては意味がないけ

れど、着方を工夫したり、デザインを少し変えてみたりすれば、幅広い年代に着てもらえると

思いました。 

 

5 まとめ 

 海外は初めての経験でした。英語もあまり得意ではありませんでしたが、ギムナジウムの生

徒達やホストファミリーの理解力が素晴らしく、単語をただ繋げただけでも理解してくれまし

た。発音にも全然自信がなく、話しても伝わらないだろうなと思いつつ話してみると、しっか

り聞き取ってくれました。会話するときも英語を簡単にしてくれて、本当に助かりました。翻

訳機を通しても意味がよくわからなくて困っていた時もジェスチャーなどを使ってわかりや

すく説明してくれました。助けられてばかりではいけないので、私ももっと勉強したいです。

私が会話に「Danke(ありがとう)」や「Super(すごい、素晴らしい)」など、簡単なドイツ語を

使うとすごく褒めてくれたので、簡単な会話ができるくらいのドイツ語を習得しようと思いま

した。派遣中に通訳をしていただいた一色さんに聞いてみたのですが、ドイツ語はほぼローマ

字読みなのだそうです。でも、英語で言う「the」のようなものが 6つぐらいあるので大変です

よ、とおっしゃっていました。私にはもう読みの時点で難しかったです。 

 ホストマザーとは一緒に料理やお菓子作りなどをしました。さすがは本を出版しているだけ

あって手際が良く、とても美味しかったです。ホストファザーは平日の仕事が忙しく、話す時

間があまりありませんでしたが、休日には会話の機会も増え、ベルンドルフ市のことを詳しく

教えてくれました。 

ホストブラザーは大のゲーム好きで、一緒にマインクラフトやロブロックスというゲームをし

ました。スマートフォンやゲーム機では私もするのですが、PCではしたことがなかったのでや

らせてもらいました。本当に初めてだったので、キーを間違えて車で衝突したり行きたい方向

と逆方向に行ったりとハプニングが起こりましたが、プレイするごとに上達していき、嬉しか

ったです。そして小学生の弟達とも遊んで、本当に弟ができたみたいで楽しかったです。あの

1週間はなにもかもが新鮮でした。 

 困ったことは食事の量です。朝と夜は少なめなのですが、昼ご飯の量がとても多かったです。

メイン料理の前にスープが出るのですが、そのスープの量が私にはすごく多かったです。やっ

と飲み切れた！と思ったら、それからまたかなりの量のメイン料理が出てきてとても驚きまし

た。でも、どの料理も美味しかったです。 

 ウィーンの街並みは私が想像していた通りで、「the・ヨーロッパ」という感じがしました。
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どの通りにも必ずパン屋がありました。私もホストマザー行きつけのパン屋に行って、クロワ

ッサンを食べましたが、とってもサクサクしていて美味しかったです。あんなに美味しいパン

は初めて食べました。他にも、有名ブランドのショップや、カフェがたくさんありました。２

連結のバスや路面電車も走っていて、ウィーンは路面電車が盛んに走っていることで有名なの

だそうです。そして一番驚いたのが、馬車が街を走っていたことです。東京の浅草では人力車

が走っていますが、それと同じようなことなのでしょうか…。次行った時は乗りたいと思いま

す。ウィーンの街中では度々日本語が聞こえてきましたし、中国や台湾などのアジアからの観

光客が多かったです。 

日本だけでは学ぶことができない体験をたくさんすることができました。不安なことだらけ

でしたが、周りの方々のおかげで、オーストリアでの日々を楽しく過ごすことができました。

毎日がとても新鮮で、この日々を忘れることはありません。このような貴重な経験をこれから

に生かそうと思います。また、必ずもう一度行こうと思います。 

そして、ホストファミリーのみなさん、ギムナジウムの先生方や生徒達、通訳の一色さん、

友好協会のみなさん(特にカメラマンのクリスティアンさん)、引率の方々にはたくさんお世話

になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウィーンのパン屋 ウィーンで食べた昼ご飯 

ギムナジウムの生徒達と 
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ボーイスカウトのパーティ 9 月にホームステイに来た子と 

ウィーンで少し入ったところの通り ホストブラザーと 
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花巻市立宮野目中学校 2年 岡本 來海 

 

1 研修テーマ 

 派遣先で行く学校と、私たちが通っている学校との違いについて 

 

2 テーマ設定理由 

 日本の学校とはどのように違うのか、逆にどのようなところが同じなのか、校則など、どん

なルールがあるかなども知りたかったからです。また、海外の学校はなんとなく自由なイメー

ジがあるので、実際に自分の目で見て調べたかったからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

 オーストリアの学校は新学期が 9月から始まって 6月に終わり、夏休みは７月と８月、クリ

スマスと正月の時期は２週間の休みがあるなど、休みが日本に比べて多いです。また、オース

トリアには部活が無いようです。 

 

4 研修報告 

（１）学校制度、ルール、昼ごはん 

 私たちが行った学校はギムナジウム校といい、日本で言うと小学 5年生から高校 3年生まで

が通う学校で、多くの生徒がいました。男女関係なく誰とでも話す人が多く、私たちに気軽に

話しかけてくれて、とても明るい学校でした。 

 生徒は私服登校で、メイクやアクセサリー、スマホなども持ち込み可能でした。少しのルー

ルはありましたが、制服着用などのルールがある私たちの学校に比べて、あまり厳しくはなか

ったです。 

 学校に食堂のようなものがあり、お昼はそこで食べたり家に一度帰ってから食べたり、昼食

を持ってきたりなど、生徒によって様々でした。全員が同じ時間に決まったものを食べる私た

ちの学校とは異なっていたので驚きました。 

  

学食（美味しいごはんばかりでした） 授業風景（パソコンで学習中） 
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（２）授業について 

 授業は 50分で休憩は 5分または 10分です。5、6時間授業がほとんどですが、多い日には 8

時間授業の時もあるそうです。私たちが行った時は、自己紹介などをしました。授業中にお菓

子を貰って食べました。授業中に食べる事は私たちの学校ではありえないので、驚きましたし、

悪いことをしているような気分でした。 

 そして、特に印象に残っている授業は美術と体育です。美術は座って絵を書くのではなく、

外でグループごとにお題にそった写真を取りました。難しいお題ばかりでしたが、みんな意見

を出し合い試行錯誤しながら撮りました。初めてのことでとても面白かったです。 

 体育は男女別の場所でした。女子はドッジボール、男子はバレーボールでした。ドッジボー

ルは私たちが知っているルールではなく、投げたボールをキャッチされたら外に出るというル

ールで、理解するまで少し時間がかかりましたがとても面白かったです。みんな容赦なくてハ

ラハラしながらやっていました。 

 英語の授業にも参加しました。英語が上手な人ばかりで驚きました。母国語のドイツ語では

ない言語なのにスラスラ話せていてすごいなと思いました。行く前はドイツ語だけでの会話だ

ったらどうしようと不安でしたが、みんな分かりやすい英語で話しかけてくれたのでとてもあ

りがたかったです。もっと英語を学びたいなとも思いました。 

 

（３）学校の内装 

 ギムナジウム校は大きな学校で、音楽室のような所の廊下にチ

ューバなどの楽器があったり、壁に絵画が貼っているなど、日本

の学校のようにシンプルな内装ではなくカラフルな内装でした。

全校の生徒は約 800 人で、たくさんの教室があり、先生がいない

と迷子になる程大きかったです。先生も多いため、職員室では一

つの机を二人で使うこともあるそうです。日本では考えられない

ので驚きました。学校内は専門の方が掃除をしていてとても綺麗

でした。ここも日本と違う所だなと思いました。 

 

 
ギムナジウム校内 

体育でのドッジボール 美術での写真（格差を表現） 
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5 まとめ 

 ギムナジウム校の生徒はノリが良くてとても優しかったです。英語がなかなか伝わらなくて

も、頑張って聞き取ってくれたし、たくさん話しかけてくれました。オーストリアに行って改

めて、相手を思いやることの大切さに気づく事ができました。ギムナジウム校は日本の学校に

比べて自由に感じ、校則も厳しくなくて羨ましかったです。授業で使うものも、一人一台のパ

ソコンで効率的だなと思いました。そして、お腹が減ったら学食をすぐ食べられるのもいいな

と思いました。どれも日本とは違い、驚くようなことばかりでとても面白かったです。日本の

常識は世界の非常識という言葉の意味がちゃんとわかりました。また、ギムナジウム校の様々

な点を羨ましいと思った反面、自分たちの学校を自分たちで清掃することできれいに使うこと

ができるし、給食によって栄養バランスの取れた食事をとることができる日本の学校の良さに

ついても実感しました。 

私のホストファミリーは大家族でとても賑やかでした。パーティーに着て行った伝統の服も

プレゼントしてくれました。とても可愛い赤ちゃんもいて癒しでした。短い間でしたが本当に

明るくて居心地の良い家族でした。またオーストリアに行って私の第２の家族に会いたいです。

最後に、このような貴重な経験をさせてくださった花巻市、花巻国際交流協会の方々、ベルン

ドルフの方々、保護者、そして、ホストファミリーに心から感謝します。ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の第 2 の家族 
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花巻市立花巻北中学校 2年 菊池 蒼海 

 

1 研修テーマ 

 オーストリアの食文化について 

 

2 テーマ設定理由 

 僕が食文化について調べたい理由は、食べることが好きな僕は、以前からオーストリアの伝

統的な料理などに興味を持っていて、特に海洋国で魚料理が多くある日本と、内陸国であるオ

ーストリアの食文化の違いはどうなっているのかが知りたかったからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

 インターネットや本で食文化について調べたところ、オーストリアは内陸国のため海水魚を

使った料理は少なく、肉料理が充実していることが分かりました。例えばオーストリアで有名

な肉料理は、日本の豚カツのようなヴィエナ・シュニッツェルという料理がありました。 

 

4 研修報告 

 現地では、ホストファミリーの家で食べた料理や外食先での料理をもとに研修テーマについ

て調べました。 

僕のホストファミリーの家では、様々な国の料理が出てきました。主に芋やパンを主食とし

ていて、海水魚を使った料理は出ませんでした。また、日本でも食べられているお米も食べら

れていましたが、そのまま食べるのではなく、アレンジをしてミルヒライスというご飯と温め

た牛乳を混ぜて、それにチョコレートを少し混ぜて食べました。普段はそのまま食べているご

飯がアレンジされて食べられているということに驚きました。まろやかなご飯に少しの甘みが

加わっていて、今までに食べたことのない味でした。そのほかにも、ホストファミリーの家で

食べた料理は全体的に味が甘いものが多く、朝食はパンとサラミ、チーズ、ジャムなどを使い

パンと一緒に食べることが多かったです。 

外食の際に食べた食事でも、ホストファミリーの家と同様に肉料理が多く、魚料理が少なか

ったです。ヴィエナ・シュニッツェルは、お店によって肉の大きさや、使用する肉の種類が異

なっていました。また、シュニッツェルと一緒に出てくる野菜もお店によって大きく異なって

いることが分かりました。特に、ホストファミリーデイに訪れた、オーストリアの首都である

ウィーンで食べたシュニッツェルがとても美味しかったです。衣がサクサクで、シュニッツェ

ルと一緒に酸味のあるジャガイモと、シュニッツェルにつけるとおいしくなる甘みのあるラズ

ベリーのジャムがついていました。お肉はしょっぱく、芋は酸味があり、ジャムは甘みがあり、

アレンジをしながら食べることができました。 

オーストリアに行って驚いたことがほかにもありました。それは、家の中にある水道水を飲

むことができるということです。日本では当たり前のように飲んでいる水道水ですが、日本以

外の国では、水道水を飲み水としてそのまま使うということが無いと思っていたので、オース

トリアでも同じであると知り、とても驚きました。また、ホストファミリーの家では水以外の

飲み物は出ませんでした。 

僕は、ヨーロッパの国々では昔から食事マナーがシビアだという印象がありました。外食先
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では、ほかのお客さんはとても静かに食べていて、音を出しても怒られはしませんでしたが、

音を出さずに食べるという動作がみんな当たり前のように身についていると感じました。また、

僕の家では普段の食事中に会話をしていますが、僕のホストファミリーの家では、食事中は一

言も話さずに食事をしていました。それでも外食先よりは、家族みんなリラックスして食べて

いました。ホストファミリーは食事中に会話をしていなかったため食べるのが早く、甘い料理

が多いからなのか、食後のデザートのようなものは食べていませんでした。 

外食先で食べた料理とホストファミリーの家で食べた料理では、外食先では肉料理が多く、

ホストファミリーの家では芋を使った料理や麺類を使った料理を食べることができました。そ

の中にはほかの国の伝統料理もありました。オーストリアは、昔に様々な国から分割占領統治

を受けていたことから、言語はドイツ語で、食事も様々な国の料理を食べるようになったので

はないかと思いました。 

 

  

ヴィエナ・シュニッツェル 麺を使ったラザニア 

芋と砂糖を使った主食 朝食 フランスパン 
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5 まとめ 

 今回の研修では、自分の研修テーマについて自分なりに事前に調べることと、実際に経験し、

調べたことに対しての考察をすることができました。日本の食事とオーストリアの食事の違い

は、味の違いにあると感じました。日本では質素な味付けが多々ありますが、僕のホストファ

ミリーの家では、夜ご飯に甘い料理が出てきてとても驚きました。外食での印象は、割と濃い

味付けになっていると感じました。 

 オーストリアで改めて感じたこともありました。それは、料理が人を笑顔にするということ

です。僕は辛い時や元気がない時に食事をすると、いつも笑顔や元気になれたり、気持ちをリ

フレッシュすることができます。僕のホストブラザーが怒っていた時も、ご飯を食べることで

次第に険しい表情も晴れていきました。 

 オーストリアで感じたことはもう一つあります。それは僕の英語力不足です。オーストリア

の公用語はドイツ語で、英語を話せる人もいましたが、こちらの英語力不足により英語で会話

するのはとても難しく、自分の伝えたいことをすべて伝えることはできませんでした。しかし、

何日か過ごしていくうちに、なんとなく相手の伝えたいことが分かってくるようになり、達成

感と喜びがありました。今度は、現地の人とスムーズなコミュニケーションが取れるように英

語だけでなくドイツ語も覚えていきたいです。 

                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホストファミリーとのトレイルラン 

ホストファミリーとの焚火 

ホストファミリーとのカードゲーム 
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花巻市立湯口中学校 2年 佐々木 彩花 

 

1 研修テーマ 

 自分の住む地域とホストファミリーの地域との違いについて 

 

2 テーマ設定理由 

 初めての海外で自分たちの文化や考え方がすべてではないと知りたかったことと、他の考え

方を少しでも知り、世界の広さを感じたいと思ったからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

 インターネットや、今年の 9月に我が家にホームステイしていたベルンドルフ市からの派遣

生に聞き、テーマについて調べました。文化については郷土まつり、復活祭（イースター）な

どがありました。クリスマス時期はオーストリアではとても特別な意味を持つそうです。食事

では一般的にパン、ジャガイモ、肉料理、サラダ、野菜料理、デザートが出されるそうです。 

 

4 研修報告 

 オーストリアでは通訳の一色さんから建

物や歴史の説明を聞いたり、実際に街を歩

いたりして研修テーマについて調べまし

た。オーストリアにはさまざまな祭りがあ

りますが、私のホームステイ先のホストフ

ァミリーはクリスマスが大好きだと言って

いました。オーストリアのアドベント（待

降節）の期間はクリスマスの準備期間で、

“1 年で最も平和な時期”としても知られ

ています。クッキーを焼いたり、クリスマ

スデコレーションをしたり、クリスマスキ

ャロルを歌ったりと、クリスマスまでの数

週間を家族で愛すべき伝統を共有する、昔

ながらの風習が守られている時期です。クリスマスデコレーションはクリスマスの 1ヶ月ほど

前から始まり、各地の主要な広場ではクリスマスツリーとイルミネーションで飾られたクリス

マス市が開かれます。人々はここでクリスマスプレゼントを探したり、家のクリスマスツリー

につけるオーナメントを買ったりします。もちろん市の屋台には温かいソーセージや、グリュ

ーワイン、スナックなど美味しいものもいっぱいです。私がホストファミリーと行ったクリス

マス市では、木の小屋のような屋台でものを売っていました。これはアルプスの山小屋を模し

た小屋なのだそうです。ところでみなさんは、オーストリアではプレゼントを持ってくるのが

クリスマスのおじさんで有名なサンタクロースではなく「クリストキント(ChristusKind)」(キ

リストの子、イエスの赤ちゃん)だということを知っていますか？プレゼントは 12 月 25 日の

クリスマス当日ではなく、24日のクリスマスイブに開けます。クリストキントはどうやって子

供たちの願いごとを確認するのでしょうか？オーストリアのいくつかの地域では、子供たちは

クリスマス市 
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クリストキントへの手紙を暖炉に投げ入れるそうです。燃えた手紙に書かれた願いごとを、ク

リストキントはどうやって知るのか少し気になりますね。 

オーストリアでは 11月 11日は聖マルティンの日でガチョウを食べます。その由来は諸説あ

りますが、司教に任命されたものの、なりたくなかったマルティンがこっそりガチョウ小屋に

身を隠していたところ、ガチョウが騒いで見つかってしまったために罰としてガチョウを丸焼

きにして食べることになったという逸話にあります。私がホストファミリーのところで食べた

食事ではジャガイモでできた団子、紫キャベツをお酢で漬けたもの、特製ソースと、ガチョウ

の丸焼きが出ました。ガチョウを食べる他にも夜、暗い道を子供たちが手作りのランタンに明

かりを灯し、「聖マルティンの歌」を歌いながら「聖マルティン行進」をするそうです。歩き終

えた後に子供たちは“ガチョウ”の形をしたパンやクッキー、お菓子などをもらえるようです。 

 

5 まとめ 

 私は、この海外派遣で初めて海外に行きました。「オーストリアはドイツ語だけど若い人は英

語を話せるから大丈夫」と言われてももちろん不安は消えません。いざオーストリアに来てみ

ると、多くの場所でドイツ語が使われていました。私のホストファミリーも日常ではドイツ語

を使っていましたが、私がドイツ語を理解できないため、私に物事を伝えるときは英語で伝え

てくれました。しかし、相手側も英語をしっかり理解しているわけではなく、何を言いたいの

かわからないことが多々ありました。しかし、それはなにも不安が押し寄せて自分が何をした

ら良いのか分からなくなる恐怖があるわけではありませんでした。わからないことも面白く、

自分が知っている限りの英語を使って相手に自分の考えを伝えようとすれば、相手もこちらの

話を真剣に聞いてくれました。伝わった時の相手の「あぁ～そう言っていたのか」という笑顔

を見るととても安心しました。 

オーストリアには日本ではあまり見ないものがたくさんありました。町中を歩くピエロ、夜

に謎に光りながら降ってくるオーナメント、広場のど真ん中で行う戦争に対する抗議デモなど、

ガチョウの丸焼き ジャガイモの団子、紫キャベツの酢漬け 

特製ソース 
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沢山のものを見ました。日本との違いを沢山見つけられた中で、日本と共通しているのは思い

やりと優しさがあることだと思います。私は今回出来る限り翻訳機能を使わずに会話をしまし

たが、翻訳機能を使うことは避けられませんでした。英語を勉強するのはもちろん、ドイツ語

などのいろいろな国の言葉を学んでみたいと思いました。その場所に行かなければわからない

ことはたくさんあります。写真とは全く違ったり自分の視点でその場所を見れたり良い経験が

できました。 

                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝ごはんを作るホストファミリー ホストファミリーと見に行った 

クリスマスツリー 
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花巻市立宮野目中学校 2年 駿河 桜 

 

1 研修テーマ 

 オーストリアの建築物と日本の建築物との違いについて 

 

2 テーマ設定理由 

 外国の建築物やデザイン、造りなど日本との違いを知ることで、事業後の自分の心に変化が

あるか楽しみであること、そして違いを知ることで、自分にとって今までと違う考え方が生ま

れ、どのように考えが広がっていくのか楽しみだったので、このテーマを設定しました。 

 

3 テーマについての事前調査 

 テーマについての事前調査では、主にインターネットを中心として調べました。ウィーンに

は、シュテファン大聖堂という日本にある建物より大きくて高い建物が有名であることが分か

りました。そして、このシュテファン大聖堂という建物は、ウィーンのシンボルであり、2001

年にユネスコの世界遺産に登録されています。 

 

4 研修報告 

 現地では、ウィーンの街を実際に歩いたり、通訳の一色さんと現地の方から様々なことを教

えてもらい、研修テーマについて色々参考になりました。シュテファン大聖堂は、ハプスブル

ク家の歴代君主の墓場でもありますが、ヴォルフガング･アマデウス･モーツァルトとコンスタ

ンツェ･ウェーバーの結婚式が行われ、そして葬儀が行われた聖堂としても知られています。モ

ーツァルトは、作曲家で古典派音楽を中心に活動してきました。そして、モーツァルトの奥さ

ん、コンスタンツェ･ウェーバーはソプラノ歌手でした。 

私は作曲家のモーツァルトのことは知っていましたが、奥さんのことや、結婚式が開かれた

場所がシュテファン大聖堂だったことは初めて知りました。シュテファン大聖堂の外観はゴシ

ック様式で、内部にある祭

壇はバロック様式であるそ

うです。外と内とで様式が

異なるのが面白いなと思い

ました。 

私が初めてシュテファン

大聖堂を見た感想は、ハリ

ーポッターの世界にいるよ

うな感覚で、楽しかったで

す。この日は天気が曇りで、

より一層ハリーポッターの

ホグワーツにいるようでし

た。あの時のワクワクは今

でも忘れられません。 

日本の建築物は、昔から

シュテファン大聖堂の外観と内観 
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木造が多いですが、ヨーロッパの建物は木造ではなく石造りでした。なぜこのような違いがあ

るかと言うと、気候風土の違いが大きな要因になっているからです。日本の気候は、夏は暑く

湿度が高いため、建物の通気性を確保する必要があったそうです。ヨーロッパは乾燥した気候

のため、通気性の心配がない石造りであることを初めて知ることができました。普段受けてい

る社会の授業でも、習ったことがあったものがあり、これからも大切に授業を受けていきたい

と改めて思いました。 

そして、ベルンドルフの小学校も見学に行きました。ここでは、様々な教室がありました。

まず、私が最初に思ったことは、一つ一つの教室の造りが異なっていたことと、ドアの柄も一

つ一つが異なっていたことです。日本の学校はどの教室もドアも造りが一緒なので、とても驚

きました。デザインとしては、天井など、その当時にあった出来事をもとにつくられていて、

いろいろな教室に入る度、ワクワクが止まりませんでした。私は、この学校で授業を受けてい

る生徒さん方が少し羨ましいなと思いました。 

 

5 まとめ 

私にとって、今回の海外派遣は初めてであり、最初はとても不安がありました。ですが、事

前研修を通してベルンドルフチーム 11 人で仲を深め、だんだんと不安が楽しみへと変わって

いきました。現地では、あまり英語力がない私でも、身振り手振りなどのジェスチャーをして

最後まで諦めないで、上手く伝えることが出来ました。それに、ギムナジウムのみんなやホス

トファミリーの方たちが、私が上手く言葉を言えなかったり、つまったりしていると、簡単な

質問に変えてくれたり、時間をかけて待ってくれました。本当にたくさんの優しさ、たくさん

の思いやりに毎日助けられました。ホストファミリーには日本語も少し教え、「いただきます」、

「乾杯！」、「イケメン」、「ありがとう」などたくさん教えました。ホストファミリーは、メモ

を取るくらい熱心に覚えてくれました。嬉しかったです。これからもホストファミリーとの連

絡を続けていき、離れていても仲良くできるようたくさん質問したり、今日あった出来事など

教え合ったりしていきたいです。 

今回の海外派遣ではとても貴重な体験をさせて頂きました。それは、今まで支えてくださっ

た家族、先生、ホストファミリーの方たち、ベルンドルフの方たち、そしてこの海外派遣に携

小学校の教室内 小学校の教室内のドア 
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わってくださった全ての方々に本当に感謝の気持ちでいっぱいです。今回の海外派遣で学んだ

ことや、苦労したことを幅広い方たちに伝えていき、この海外派遣が途切れず、これからも続

いていくことを願っています。 

                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウィーンのホーフブルク宮殿前にて 

ホストファミリーと ギムナジウムの生徒達と 

ギムナジウムの生徒達と ルンプラー市長と 

ウィーンのシェーンブルン宮殿前にて 
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花巻市立花巻北中学校 2年 三好 裕心 

 

1 研修テーマ 

 ウィーンやベルンドルフ市の街並みについて 

 

2 テーマ設定理由 

 僕はこれまでに海外の街並みを実際に見たことがなかったため、オーストリアの建物や道路、

雰囲気がどのようなものなのかを知りたかったからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

 事前調査ではインターネットで調べ、日本ではコンクリートの道が多いですが、オーストリ

アの街中の道がコンクリートではなく石でできていること、日本に比べて建物が大きいという

ことがわかりました。 

 

4 研修報告 

（１）ウィーンの街並み 

 オーストリアに訪れた初日と 5日目に訪れたウィーンは、オーストリアの首都のためとても

栄えていて、観光客も多かったです。建物が全体的に大きく、すべて同じくらいの高さの建物

が繋がっていました。路地裏に入ると建物が大きいので、周りが見えなくなりました。日本と

違うところは、道路や歩道が石のブロックで作られていることでした。ヨーロッパは昔から栄

えているので、歴史ある建築物がいっぱいありました。街中には馬車が走っていて、いたると

ころでお客さんを乗せて走っていました。 

 ウィーンの歴史ある建築物にはシュテファン大聖堂や、ベルヴェデーレ宮殿がありました。

シュテファン大聖堂は 12 世紀に最初の教会として建設されました。外観はコジック様式で、

内部の祭壇はバロック様式でつくられています。実際に見ると、建物が大きく、とても迫力の

ある外観でした。細部まで綺麗につくりこまれていて、建てるのにどれだけ時間をかけたのだ

ろうと思うほどでした。内部は、絵画がいっぱいあり、銅像なども飾られていました。 

 ベルヴェデーレ宮殿はオーストリア王朝であるハプスブルク家の夏の離宮として作られた

もので、1714年から 1716年にかけて下宮、1720年から 1723年にかけて、迎賓館である上宮が

建設されました。現在は

美術館となっており、庭

園も綺麗で、宮殿前の門

が大きくて豪華でした。

見学をしたのがオースト

リアに来て初日だったこ

ともあり、より一層感動

しました。 

 初日に歩きながら見た

シュテファン大聖堂 ベルヴェデーレ宮殿 
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ウィーンの公園には綺麗な花や噴水があり、日本の公園よりも多

くのベンチが置かれており、たくさんの人がいました。冬は日照

時間が短いため、ウィーンでは日中には公園で日光浴をして過ご

す人が多く、ゆっくり休むことができるように作られているそう

です。 

 

（２）ベルンドルフ市の街並み 

 ベルンドルフ市はウィーンとは違い、のどかで落ち着いた街並

みでしたが、道がとても入り組んでいて全然道がわかりませんで

した。オーストリアはキリスト教徒が多いこともあり、教会が

多くありました。 

 歴史ある市民劇場は内装がとても豪華で美しかったです。皇

帝など、偉い人が外から直接建物内に入るための扉もあり、絵

画やシャンデリアなど、一つ一つの内装にこだわりを感じまし

た。実際に皇帝が座った席に座らせてもらい、ステージを上か

ら見下ろすのが皇帝になったようで気持ちが高ぶりました。 

 グーグルツィプフ展望台はベルンドルフ市の街中を一望で

きるスポットです。ここからの景色と大迫町の景色が似ている

ことが、大迫町との友好都市になったきっかけの一つとのこと

です。最初にホストファミリーと会った時に「ベルンドルフ市

は小さい街だよ」と言われ、本当かなと思っていましたが、展

望台から見たら、本当に小さく綺麗な町でした。 

 市内に多くあった教会のうちの一つを見学したのです

が、中には想像していた通りの景色が広がっていました。

左右には長椅子があり、真ん中にはキリストの写真があり

ました。僕が見た教会は大きく、内観が全体的に白色で、 

丸い形でした。壁には人の姿が彫られており、その近くに

は名前が書いてあり、とても神秘的でした。日本にはそれ 

ほど教会が無く、教会を見るのは初めてだったため、とて

も感動しました。 

 

ウィーン市内の公園 

市民劇場の外観と内観 

展望台から見たベルンドルフ市 

展望台の前での記念撮影 見学したマルガレーテ教会の外観と内観 
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5 まとめ 

 今回の派遣研修は純粋に楽しかったですし、ウィーンに到着した時に感じた海外の空気や、

見る風景は初めてのものでした。初めて見るものばかりだったので、全部に興味がいき、見て

いても見きれなかったです。ホストファミリーと初めて会った時には、男子だと思っていたら

女子だったため驚き、緊張してしまい全然喋れませんでしたが、一緒に過ごしていくうちにお

互いに打ち解け、3 時間ぐらいずっと話していることもありました。ホストファミリーはみん

な明るくて優しく、笑顔で僕を迎えてくれました。休日には、買い物に行ったり、博物館に行

ったり、日本料理店でお寿司を食べたりしました。1 つ反省点があるとしたら、伝えたい事や

相手が話していることが分からず、翻訳機に頼りすぎてしまったかもしれません。 

ベルンドルフ市を離れる際のホストファミリーとの最後の別れはとても辛く、悲しいもので

したが、今回の派遣はとてもいい経験になったし、もっと英語やドイツ語を勉強したいと思っ

たし、いろんなことを話せるようになりたいと思うようになりました。そして、話せるように

なり、いつかまたホストファミリーやベルンドルフ市のみんなと再会を果たしたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕のホストファミリー 

最終日にそれぞれのホストファミリーと 
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引率 花巻市立矢沢中学校 教諭 三浦 美和子 

 

1 はじめに 

 令和５年度の青少年海外派遣事業では、引率としてオーストリア・ベルンドルフ市を訪れる

貴重な機会をいただきました。関わってくださったみなさんの多大なる協力のおかげで、素晴

らしい体験をさせていただき、派遣生・引率共に全員無事に帰国できたことに安堵しておりま

す。ありがとうございました。 

 

2 ギムナジウム中等高等学校 

 滞在中は午前中に授業への参加、午後はベルンドルフ市内外で研修という流れの日がほとん

どでした。中学生と高校生に分かれて授業に参加しましたが、現地の生徒たちの積極的な学習

意欲におどろきました。担当の教員に質問された時はもちろん、それ以外の説明や問題演習の

間にも次々に意見が発表されており、感銘をうけました。また、私たちにもわかるように英語

で授業をしてくれたり、ペアやグループ活動に花巻の生徒たちを入れたりして、現地の生徒た

ちと交流をできるよう授業内容を工夫していただきました。お陰で、生徒たちは自分のホスト

シスターやブラザーだけでなく、多くの生徒と共に学び、仲良くなることができ、このプログ

ラムの最大の目的である「青少年の交流」が達成されていたと感じました。現地の生徒たちの

英語力も高く、突然ドイツ語か

ら英語での授業に切り替わっ

ても、難なく教員の指示に従っ

ていましたし、日本人にもわか

りやすいようにゆっくり発音

したり、翻訳アプリを活用した

りして積極的にコミュニケー

ションをとってくれました。自

己表現の苦手な日本の生徒に

とっても、大きな刺激となった

ようでした。 

 

3 派遣生徒の変容 

 この研修を通して、派遣生徒たちの成長にも頼もしいものがありました。ベルンドルフに着

いた当初は、現地の生徒の中に入っていくことに消極的でしたが、ホームステイや授業を通し

て、自分を表現し、相手を理解することの大切さに気付くことができたようです。また、現地

で行ったプレゼンテーションを通して、相手意識を持って英語を発表しようと変化する様子も

見えました。外国人の前で”Hello, everyone.”と言えば”Hello!!”と返ってくる。だから、

「あいさつのあとは、少し間を空けた方が良いかな」「名前を言った後、手を振ってみたらどう

か」「最後は、Thank you.ではなく、Danke schon!!（ドイツ語）でやってみたい」などなど、

次々に進化していきました。その他にも、何か不具合があると、「〇〇どうしましょうか。」「〇

〇していいですか。」と自分たちから発信して解決しようとする態度が見えたこともうれしい

変化でした。 



84 
 

そして、生徒の中に大迫高校の生徒が含まれていたことは、大きな意義がありました。理由

は、ベルンドルフと繋がりの深い大迫町の学生だったからです。滞在中、何度も”Ohasama”と

いう言葉が出てきましたが、彼らがいたおかげで全員が自分事として説明を聞くことができま

した。また、中学生たちに周囲への気遣いを促したり、大人からの指示を更にわかりやすく伝

え直したりしてくれた存在だったからです。私たち引率者の気づかない所でも中学生の良き相

談相手となってくれていました。 

 

4 ホストファミリー リントナーご夫妻 

 私がお世話になったのは、ギムジナウム校で化学と生物の教

員をしているイザベラ・リントナー先生のお宅です。彼女は、９

月のベルンドルフ訪問団の一員で、生徒の引率として花巻を訪

れていた方です。旦那さんのラファエルさんも数学と情報処理

の教師で、ウィーン郊外の学校に勤務していました。「せっかく

オーストリアに来たのだから、新しい食の体験をしてほしい」

と、毎日違う料理を二人で作ってくれました。 

 休日には、イザベラさんのお母さんのお宅でのバースデーパ

ーティーや英語のお芝居、クリスマスマーケットなどに連れて

行ってくれました。イザベラさんのお母さんは、アメリカ生まれ

で結婚を機にオーストリアに移り住んだ方でした。その時のお話をしてくれた中で、「言語が違

うと思考も違う」ということを話していました。確かに、

日本語を話すときは、「いつ・どこで・誰が・何を・どう

する」という思考だけれど、英語を話すときは「誰が・

どうする・何を・どこで・いつ」という思考になります。

こういう違いが発端となって、そもそもの物の見方や、

相手への伝え方が変わってくる、ということでした。「相

手の思考を理解したければ、相手の言語を使う」と解釈

できた時、気づいたことがあります。生徒たちが英語で
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プレゼンテーションをした時、一番現地の人たちが盛り上がったのは、彼らがドイツ語

で”Danke schon!!”と言った時です。あの瞬間、観衆のみなさんは、「日本の生徒たちが自分

たちの思考に一歩近づいてくれた」と感じたのかもしれません。この気づきは、言葉を教える

職業の自分にとっても、大きな財産となりました。 

 

5 むすびに 

 今回の派遣を通して、これまでの長い交流の歴史の中でベルンドルフのみなさんが、いかに

心をこめて花巻の生徒たちを受け入れてくれていたかを知りました。今後も、この学生交流を

長く続いていってほしいと心から思いました。 

 

（１） セレモニーよりも、授業の中で交流を 

 現地の学校で歓迎セレモニーが開かれたのは、学校滞在の最終日です。しかも全校生徒の前

ではなく、ホストファミリーや９月に花巻を訪れた生徒たちや担当の先生がただけのアットホ

ームな会でした。学校

のホールで行われたの

で、その他の見学した

い生徒たちは２階のギ

ャラリーや廊下から自

由に見ていました。花

巻の生徒がプレゼンテ

ーションをするときに

は、一緒に授業を受け

た生徒たちもたくさん見にきてくれて、拍手をしたり、手を振ったりして応援してくれました。

これは、何よりも生徒たちにとっても大きな励みとなりました。それも、頻繁にグループ活動

やペア活動で現地の生徒と交流をさせてもらったからこそだと思います。日本では、外国人が

学校に来る、となるとどうしても「歓迎会をしなきゃ」「紹介式を…」と考えてしまいますが、

目的は「学生交流」なので、学校での授業にどんどん生徒を入れて、一緒に課題解決学習をす

ればいいと思います。ホストファミリーだったイザベラ先生も、「もっと、いろいろな授業を見

てみたかった。」と、９月に花巻で学校訪問をした時のことを話していました。花巻市ではタブ

レットが生徒全員に配布されているので、翻訳アプリをいれて積極的にコミュニケーションを

とれるよう整備すれば、さらに交流が深まると思います。 

 

（２） Welcome!は、繋がっていく 

 今回の学生交流で良かったことの一つは、ホスト校が限定されていたことです。毎日、同じ

時刻に学校に登校して授業に参加し、午後は市内の研修にでかける、というスケジュールを過

ごすことによって、生徒同士も相互理解が進み、花巻の生徒たちも精神的に安定して生活する

ことができました。これが、毎日違う学校に連れていかれていたら、こうはいかなかったと思

います。また、受け入れに対応する教職員のチームの中に、過去にこの学生交流で花巻に来た

ことのある先生方がいたことも、特筆すべきことです。彼らは、「花巻で忘れられない体験をし

た」とおっしゃって、私たちの受け入れについても親身になって対応してくれました。 
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今回のベルンドル市のみなさんの温かい Welcome!の裏には、過去に彼らを迎え入れた花巻市

民の Welcome!があったのだと気づきました。Welcome!の輪です。今後、ベルンドルフに限らず、

交流都市からの学生たちが来ることがあったら、今回私たちがもらった Welcome!の輪を、しっ

かりとつなげて行きたいと思います。 
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ラットランド市派遣 

 

派遣生 

 石鳥谷中学校 佐々木
さ さ き

 和奏
わ か な

 

 南城中学校 佐藤
さ と う

 桜衣
さ え

 

 宮野目中学校 髙橋
たかはし

 翔太
しょうた

 

 矢沢中学校 多田
た だ

 心音
み お ん

 

 花巻中学校 照井
て る い

 澪
みお

 

 東和中学校 吉澤
よしざわ

 亮太
りょうた

 

  

引率 

 花巻国際交流協会 事務局員  佐々木
さ さ き

 李紗
り さ
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花巻市立石鳥谷中学校 2年 佐々木 和奏 

 

1 研修テーマ 

私がアメリカのラットランド市に行って調べてみたいことは、小学校や中学校、高等学校

の学校生活や授業内容についてです。 

 

2 テーマ設定理由 

  普段日本の中学校で学んでいて、日本とアメリカの義務教育はどのように違うのか興味を

もったからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

インターネットで調べたところ、 

・生徒一人一人に合わせた学び方をしている。 

  ・具体的には、義務教育でも飛び級制度や留年もある。 

  ・生徒の能力を尊重し、学びを加速させている。 

  ・校則も日本より自由度が高く、頭髪の色や服装に制限がない。 

  ・海外は自己管理能力を養う必要があると考えているようだ。 

  ・義務教育は小学校６年、中学校２年、高校４年か、小学校５年、中学校３年、高校４年

の 12年である。（地域によって違う） 

 

4 研修報告 

【１】 小学校 

私が行ったところでは、自分で体験させて成長さ

せる学校でした。私が参加させていただいた理科の

ような授業でも、ネズミとフクロウの色塗り、鹿の

歯の骨に粘土を押し当てて歯形を作ったりしていま

した。特に一番驚いたのはミミズクやフクロウの消

化しきれずに吐き出した骨の採取は日本でも一度も

やったことがなく、ドキドキしながらやりましたが

意外と簡単にでき、とても面白かったです。 

 次に体育にも参加し、ウォーミングアップとして

体育館を走り準備体操をみんなで行いました。その

他にも、音楽に合わせて床に寝っ転がったりダンス

やスキップをしたり、いろいろなところで自分を表

現していて素敵な時間でした。 

  どちらも自分でまずはやってみるという自立心

と、小さい頃からたくさんのものに触れさせ、興味

を持たせるというのが大切だと改めて思いました。 

  また、小学生より小さい子供達が通っている方で

は、レゴブロックやおままごと、粘土、積み木などに混ぜてもらい一緒に遊んでいく中で子

動物の歯型取り 

理科の授業 
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供たちの笑顔がだんだんと見えてきて、話しかけてくれるようになるなど徐々に仲良くなれ

ている感じがしました。ある子が粘土の入った箱を落としてしまったときに、文句など誰も

言わずたくさんの子供たちが片付けを手伝ってくれて、感動したのを覚えています。そのと

きにクラスの一体感が生まれてきたと思います。ここで得られるものは他の子との人間関係

のほかにも道徳的な気持ちも学んでいると感じました。 

【２】中学校・高等学校・専門学校 

先生方は多様性や個性を大切にし、生徒達に合っ

た学習スタイルで指導を行っていました。縛られる

ものが少なく好きなものを好きなだけ探求し学ぶ

ことで、より深い専門性が身につくと思いました。

専門的な分野では、車の塗装、林業、溶接、看護、

プログラミング、エンジニア系などの様々な分野に

分かれていました。そこでは１年で基礎的な要素を学び、２

～３年で実習を行いより実用的なことを勉強します。習った

ことは他の人よりも大学の単位が取れやすく就職に有利にな

るなどの利点がありました。 

 日本は基礎を学ぶだけで自分で体験してその経験を培うこ

とが少ないですが、私が行った所では実習で身につけた経験

を活かして自分自身を成長させていました。 

 普通高校では、飲食を授業中にしてよいとされていて、お

菓子を食べたりジュースを飲んだりしていました。最初の日

に行った教室ではみんなでハロウィン用の大きなカボチャ

を切り抜いてジャック・オ・ランタンを作ったりしました。

なかでも凄いと思ったのは、ハロウィン当日の教室

の廊下の飾り付けがどこの教室もとてもカラフル

に装飾されていて日本とはスケールが全く違うと

わかりました。 

 この学校ではハロウィンや姉妹都市といった歴

史ある文化・行事を積極的に行い、守ってきました。

こうする事で地域の人々との交流が活発化し、豊か

な人材が育っていくと思いました。 

 

5 まとめ 

海外派遣に行ってみて、日本で暮らしているだけでは得られないような体験が出来て良かっ

たと思いました。学校生活だけではなく日本とは全く違う暮らしや文化、歴史があるとわかり

ました。特に、小学校では骨の採取を小さい頃から体験できることは、フクロウやミミズクの

主食がわかるので貴重だと思いました。 

これらの体験は一人でできたわけではありません。一緒に行って下さった職員の方や支えて

くれた仲間、ホストファミリーの皆さんがいないと出来ませんでした。この海外派遣を通して

とても貴重な経験と、最高な仲間達に出会えたことが忘れられない思い出になりました。 

カボチャの塗装 

メープルシロップ製造 

ハロウィンの授業 
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花巻市立南城中学校 2年 佐藤 桜衣 

 

1 研修テーマ 

日常生活の違いについて 

 

2 テーマ設定理由 

前に私の家に交換留学生が来たとき生活する中で、違いがたくさんあったから。 

 

3 テーマについての事前調査 

インターネットで調べたところ、 

・家の中には、土足で入ってもオーケー。 

・スーパーなどでは、会計前に飲食オーケー。 

・レストランでの支払いはテーブルで、お金を置いたら店員の確認無しで帰って良い。 

 

4 研修報告 

ラットランド市に行って、私の生活との違いが多いと

感じたのは、ラットランド高校です。違いを挙げてい

くと、 

・学校全体と敷地面積が大きい。体育館は私の学校と

同じくらいでしたが、一つ一つの教室が大きく、実際

に車などをペイントする部屋や大きな食堂もあって学

校自体が大きかったです。また、学校と離れた小屋や

陸上やサッカーができる運動競技場があるため、敷地

面積もとても大きいです。 

・制服がなく、私服で過ごしている。みんな私服で、制服らしきものを着ている人は見なかっ

たです。ハロウィンの時期だったので、仮装をしている人が多かったのですが、私服の人もい

ました。私服の人は、おしゃれよりもラフで動きやすい服装の人が多いと感じました。私の学

校は制服ですが、私服は個性を出せていいと思いました。 

・授業中に立ち歩いたり、お菓子を食べていたりしても、先生は注意をしません。私の学校は

授業中に立ち歩いたら先生に注意されるし、まして

やお菓子を食べていたら職員室行きです。また、ラ

ットランド高校では、自分のタブレットで韓国ドラ

マを見ている人がいました。私の学校では自分のタ

ブレットやスマートフォンを持って行ってはいけま

せん。支給されたタブレットを使うのですが、授業

とは関係ないことをしていたら注意されます。とて

も自由だと感じました。 

・食堂がある。私の学校は食堂はなく、各クラスに配膳されます。ラットランド高校の食堂は

長テーブルやイスがたくさんあって、教室よりも広かったです。私の学校の給食は、メニュー

が決められていますが、ラットランド高校では、食堂にあるものの中から好きなものを選ぶこ
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とができるようになっていました。 

・自分専用のイスや机がない。何年何組というような自分の教室がそもそもなく、自分の席と

いうものもありません。私の学校は自分の教室があるし、自分の席もあります。授業を受ける

ときは自分の席に座って受けます。しかし、ラットランド高校の授業を見学したときは、一人

の生徒が二席分使っていたり、ある生徒がいなくなって次に入ってきた生徒が同じ席を使って

いたりと、席が自由でした。席が自由だと、友達などと隣に座ったりできるので良いと思いま

した。 

・専門的な学習をしている。私の学校では国語、数学、理科、社会、

英語や技能教科など、決められたことを勉強しますが、ラットランド

高校では、機械や皿の絵付けなど、自分で選んで学習することができ

ます。高校だからということもあるかもしれませんが、私の学校より

もよりこれからにつながることを学習しているなと思いました。 

・机とイスがつながっている。す

べての教室ではないですが、い

くつかの教室の机とイスがつな

がっていました。座るときは片

側からしか入ることができないなどのデメリットがあり

ますが、荷物を置く場所があることや、机を運ぶときに楽

なことなど、良いところもあって私的にはつながっている

ほうが良いと思いました。 

 

5 まとめ 

私がラットランド高校を見学して一番感じたことはとても自由だということです。私の学校

よりも、ラットランド高校は自分で選択し、決めたりすることが多いと感じました。これによ

り、日本よりもアメリカのほうが技術などが進んでいるのかなと思いました。私の学校はまだ

専門的なことを学べないので、まずは五教科や技能教科をしっかり勉強して、高校に行ったと

きに専門的なことをきちんと勉強できるようにしたいです。 
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花巻市立宮野目中学校 2年 髙橋 翔太 

 

1 研修テーマ 

ラットランドの文化や食べ物について 

 

2 テーマ設定理由 

  どんな文化があるのか、どんな食べ物を食べているのか知りたかったから。 

 

3 テーマについての事前調査 

インターネットで調べたところ、 

  ・ラットランド・ハロウィン・パレードが１９６０年以来毎年開催されている。 

 

4 研修報告 

①  ラットランドハイスクールで食べたピザはとても大きく、トマトやチーズがのっていて

日本で食べるピザと同じような味でお腹いっぱい食べました。 

ホストファミリーのお家での朝食は、ホットケーキやサンドウィッチがほとんどでした。

特産品のメープルシロップが美味しく、たくさん食べました。リンゴなどのフルーツやブ

ルーベリーのスムージーを作ってくれました。夕食には、ステーキやハンバーガーを作っ

て食べました。 

 

② 初めてランタン作りをしました。カボチャが大きくくり抜く作業が難しかったですが、う

まく出来上がりました。10月 31日ハロウィンの日は、学校に衣装を着ていた生徒がいて楽

しそうでした。トリックオアトリートでたくさんのお菓子をもらって歩きました。「トリッ

クオアトリートはハロウィンのアメリカの伝統です。」とファミリーが話していました。パ

レードではお祭りのように盛り上がっていてとても楽しかったです。子供から大人までみ

んながパレードの準備をして協力して成り立っていることがわかりました。 

 

        

                 ランタン作り 
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③ アートウォークで色々な壁画をみました。大理石で作られた像があり、ラットランドが大

理石の産地だという事がわかりました。 

  壁画 

 

④ キリントン山脈での山の冒険は、初めての登山で道のりは長く感じました。雪が降ってい

てとても寒かったが、頂上まで登った時は絶景で達成感がありました。 

キリントン山脈   

 

5 まとめ 

 今回、海外派遣に参加して毎日本当に楽しく過ごしました。初めは英語が通じなかったらど

うしようという不安でいっぱいでしたが、ホストファミリーと会って、みんながゆっくり話し

てくれたり、単語だけで伝えてくれたりしました。最初はジェスチャーで表現しあうことが多

かったですが、だんだん会話も少し聞き取れる

ようになり、ホストファミリーの気遣いや優し

さに感謝の気持ちでいっぱいです。 

帰りの飛行機はトラブルがあったけれど、安

全にサポートしていただいて無事に帰ってく

る事ができました。引率していただいたリサさ

ん、事前研修でお世話になった海外派遣事業の

皆さん、本当にありがとうございました。 
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花巻市立矢沢中学校 2年 多田 心音 

 

1 研修テーマ 

外国の食べ物について学びたい。ハンバーガーのサイズや、スルメが海外で売っているか。

しょうゆ煎餅やざらめ煎餅は海外の人の口にもあうのかなどを調べたい。 

 

2 テーマ設定理由 

ハンバーガーなどのファーストフードの S、M、Lのサイズが日本と比べ大きいと聞いたか

ら。私の好きな煎餅は日本で定番のお菓子なので、海外の人の口にも和菓子はあうのかとて

も気になるから。 

 

3 テーマについての事前調査 

インターネットで外国人に人気のお菓子について調べました。和菓子は煎餅とあられ、お

かきなどが人気です。他にも柿の種やかっぱえびせん、ハッピーターンなども人気なんだそ

うです。和菓子以外にはキットカットやたけのこの里、白い恋人、カントリーマアム、じゃ

がりこなどが人気です。 

 

4 研修報告 

私が好きなスルメは私が行ったスーパーにありませんでした。ですが、ホストファミリー

にハッピーターン、キットカット、ポッキーなどの日本のお菓子を食べてもらいました。ハ

ッピーターンやキットカットを食べた時は、すごくおいしいと言っていました。ですがポッ

キーを食べた時は、反応が薄かったです。 

私のホストファミリーは郊外に住んでいて、通学途中に車の中からラットランドの町を見

ることができました。市内にはいくつものハンバーガー店などの飲食店がありました。ホス

トファミリーと事前のやり取りで私がハンバーガーを食べたいと伝えていたので、豪華なレ

ストランに連れて行ってもらいました。私は、レタス・ベーコン・トマト・お肉が挟まって

いるハンバーガーを頼みました。テーブルに料理が運ばれてきた時、「これ私の？」となるく

らい想像の倍大きく、私が今まで食べた中で一番大きかったです。お肉もジューシーでトマ

トも厚く、ボリュームのあるハンバーガーでとても美味しかったです。最終的にハンバーガ

ーは食べきることができましたが、同じお皿に乗っていたポテトやベーコンは食べきれず、

持ち帰りました。 

ホストファミリーデーにかぼちゃのランタンを作りました。くりぬいたかぼちゃの種を洗

いオリーブオイルをかけて塩を振ったものを、オーブンで焼きました。塩とスパイスの２種

類の味を作り、味はポップコーンのようでした。 

お昼にチャーハンを作ってくれました。初めてタイ米を食べましたが、美味しくておかわ

りして食べました。私はいつも水を飲んでいましたが、ホストファミリーのみんなは「アッ

プルソーダ」を飲んでいました。アップルソーダは地下室の冷凍庫に沢山保存してありスパ

イスが入っていました。 

次の日のホストファミリーデーに行ったトウモロコシ畑の迷路のゴールに、ホットスナッ

クが売ってありました。ドーナツを買いみんなで食べました。日本の駄菓子「ヤングドーナ
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ツ」の少し甘いような味でキャラメルのような、ピーナッツのようなソースをつけて食べま

した。すごく美味しかったです。 

 

5 まとめ 

私の研修テーマである「外国の食べ物」については現地に美味しいと思うものがたくさん

ありました。ですが、スパイスの入った飲み物などが私は好きではありませんでした。私の

ホストファミリーに日本のお菓子を食べてもらったところ、柿の種やキットカット、ハッピ

ーターンなどは好評でした。ポッキーは細くて、味が薄かったのか微妙な反応でした。私た

ちが食べているものは日本食だけなわけではなく、ハンバーガーやポテトなどのジャンクフ

ードも時々食べます。それと同じようにアメリカでも日本の食べ物のお店があることを知り

驚きました。食べた感想はアメリカのお店よりも日本のお店の方が美味しいと思いました。

もっとたくさんの人に日本の美味しい食べ物を食べてもらいたいです。 

海外派遣に参加してたくさんの人と仲良くなれたと思います。一緒に海外に行った仲間や

現地で関わってくれた人達と仲良くなることができ、とても嬉しいです。ラットランドでホ

ストファミリーと話したかったことや聞きたかったことがたくさんあります。なのでもっと

英語を勉強して翻訳機がなくても自分の言葉で伝えられるように頑張りたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラットランドの日本料理のお店↑ ホストファミリーデーで作った 

ランタンのカボチャの種↑ 

←バニラアイスかと思った 

バターのパンケーキ 

ホストシスターが作ってくれた 

いちごいっぱいの 

バニラ味のスイーツ→ 
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花巻市立花巻中学校 2年 照井 澪 

 

1 研修テーマ 

海外の食事は日本の食事とどのように違うのか調べたいです。特にマナーや料理などの違い

を見つけていきたいと思いました。食事のこと以外でも生活などもどんな違いがあるのかを知

りたいです。 

 

2 テーマ設定理由 

SNS が普及し多くの情報をそこから得ることができますが、それで満足するのではなく小さ

な発見でも、この目で見て感じられる大切さを感じたいです。例えばハンバーガーと日本のハ

ンバーガーは大きさが違うと知って、どの位の大きさなのかとても気になったからです。大き

さだけだはなく、味や食感はどうなのか自分自身で感じ、知ってみたかったからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

私は、インターネットや英会話教室講師の柏葉公平さんから話を聞き、マナーなどのことを

詳しく事前調査しました。乾杯をするときは、日本人はグラスのところを見る人が多いですが、

アメリカではグラスの方ではなく相手の目をしっかりと見て乾杯をします。そして話すときも、

相手の目を見てしっかりとアイコンタクトをとりながら話します。このことから私も、アメリ

カの人など関係なく、話すときは相手の目をしっかり見て話すことを意識しようと思いました。 

 

4 研修報告 

実際に行ってみて感じたことは、アメリカの食事はとても甘いものが多いということです。

私が行ったラットランド市では、メープルシロップが人気でお店の中にメープルシロップを作

る機械があるほど人気なので飲食店のテーブルの上には必ずメープルシロップが置いてあり

ました。日本では、そこまで口にしないのですが、ラットランド市の人たちは、日本より物凄

く甘いメープルシロップを大きいスプーンにたっぷり乗せ、そのまま飲んでいてメープルシロ

ップは飲み物なのだと思いました。ハンバーガーの大きさは、日本のマクドナルドよりとても

大きく、食感は日本のより少し柔らかかったかなと思います。ジュースも知らないものしかな

く、コーラのチェリー味など少し変わったジュースがほとんどでリンゴジュースがすっぱいな

どの予想と違う味に驚きました。私が唯一飲めたのはスプライトのバニラ味でした。 

食事の仕方では、私のホストファミリーは家族全員がちゃんとそろってから食べることがあ

りました。が、大体はお腹が減ったら軽いものを作ってもらい食べることが多かったです。 

テーブルマナーは、食事をする際には必ず多数の紙ナプキンがあったのと飲み物が必ず付い

てくるなと私は感じました。私が行った店などは、自分で取りに行くドリンクバーがなく注文

するというのが多かったです。 

このことから、アメリカでは日本とは全然違く、日本のものより甘いものやソフトのものが

多く、種類やマナーも違うことがわかりました。 

 

5 まとめ 

海外派遣事業に参加して感じたことは、SNS など画面越しで見ていた海外はとても予想より
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素晴らしく、人も温かく毎日が幸せでした。 

初めての体験や世界を見れ、海外の価値観がガラッと変わりました。今までは、海外はすべ

てが全部都会などと思っていました。けれど、本当は東京みたいではなく自然豊かで動物もた

くさんいて、行事にもみんなが全力で楽しみとても暮らしやすく、まるでファンタジー世界み

たいでした。 

反省は、少し翻訳に頼っているところがあったので次は、もっと英語力をあげて一人でまた

海外に行ってホストファミリーに会いに行きたいです。 

今後の目標は、自分にはまだまだ全然足りない所がありますが、今回の経験は人生の中でい

いきっかけだったと思います。この海外派遣事業を活かせるような CA や通訳者などの海外と

交流できる職業を目指し、あの時行ってよかった、がんばったかいがあった、と感じられるよ

うにしたいと思います。 
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花巻市立東和中学校 2年 吉澤 亮太 

 

1 研修テーマ 

「学校のルールや生活の違いについて」調べました。 

 

2 テーマ設定理由 

テーマの設定理由は、アメリカと日本の学校の違いが、このプロジェクトに参加する前か

ら気になっていたからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

事前調査では、ネットを使ったのですが、アメリカの学校は日本の学校と比べて全般的に

「自由」と記載されていました。特に日本と比べ、見た目についてのルールが大きく違いま

した。また、勉強面でも宿題は基本数学だけで、それ以外の教科はプリントで出たりするこ

とが多いなどの違いがありました。 

 

4 研修報告 

実際に行ってみて、最初は英語が伝わるかなどの不安もあり、とても緊張していました。

ですが、頼もしい引率の方や、最高の友達と一緒にフライトの時間を過ごすうちに、アメリ

カに着く頃には、緊張がワクワクに変わっていました。自分が行ってみて、最初に日本との

違いを感じたのは寒さでした。時期は 10月と 11月の境でしたが、向こうはとても寒く、最

終日には思いがけず雪が降り、自分にとって今年の初雪になりました。また、アメリカにつ

いてすぐに乗った車にも違いを感じました。全員分のスーツケースが余裕で乗るような車で

とても大きかったです。 

ここからが本題で、アメリカに着いて次の日にはラットランド市に移動し、向こうの学校

に行きました。学校に着いたら、学生たちの活気溢れる声が聞こえてきました。学校は日本

の様な作りと違い、下駄箱はなくとても開放感のある学校でした。ちょうど時期的にハロウ

ィンだったので、学校内はハロウィンの本格的な飾り付けがされていました。中には、ハロ

ウィンの仮装をしている生徒もたくさん見ました。そこにも日本との違いを感じることがで

きました。授業は立ち歩いたり自分の好きな席に座ったりなど、とても自由でした。また、

とてもフレンドリーな子が多く、歩いているだけでハイタッチを５回もしました。 

 

そして、やはり向こうの人は背の高い人が多く、自分もバスケットボールを向こうの学生

たちとしましたが、とてもディフェンスやプレーに迫力がありました。また、日本の中学校

では、先生が各教室を回ったりしているのが大半ですが、私の行った学校では生徒が各授業

の先生がいるところに移動していました。それに、授業では生徒が積極的に手を挙げて発言

をしていてとても参加型で、生徒が主体となっているように感じました。しかし、日本とあ

まり変わらない部分もありました。給食もそのうちの一つで、かなり違うのかと思っていま

したが、日本と同じようにみんなで決まった献立を食べていました。教室３クラスほどの人

数で大きなところで食べていて、飲み物はただの牛乳とチョコレート牛乳の２種類がありま

した。 
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そして、私の泊まったホームステイ先は三人兄弟の家族で、よく喧嘩をしていました。自

分の家も男子三人兄弟なので、そういうところは国が変わっても同じだと感じました。ホー

ムステイ先ではとても楽しく過ごすことができ、特にご飯が見たことないようなものばかり

で、毎回驚かされました。 

 

5 まとめ 

このような素晴らしい経験を通して、初めての海外でしたが、とてもいい思い出を作るこ

とができました。帰ってくるときは少し寂しかったですが、今度は自分の力で海外へ行きた

いと思いました。また、このような経験は沢山の人の協力の上で成り立っていることなので、

この経験を無駄にはせず、自分も頑張っている人のために全力を尽くせるような人間になり

たいです。今回は自分の視野が広がった旅になり、本当に行って良かったです。このような

素晴らしい経験をさせてくださった全ての人に感謝したいと思います。 
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クリントン村派遣研修報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 10月 26日～11月 4日 
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クリントン村派遣 

 

派遣生 

 花巻中学校 角舘
かくだて

 実咲
み さ

 

 矢沢中学校 斎藤
さいとう

 悠
はるか

 

 東和中学校 佐藤
さ と う

 琉唯
る い

 

 宮野目中学校 髙橋
たかはし

 麻央
ま お

 

 宮野目中学校 堀内
ほりうち

 大楽
た い ら

 

 西南中学校 八重樫
や え が し

 愛弓
あ ゆ み

 

  

引率 

 花巻市国際交流室 主事  佐々木
さ さ き

 未来
み く
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花巻市立花巻中学校 2 年 角舘 実咲 

 

1 研修のテーマ 

・食生活について 

・クリントンの学校について 

 

2 テーマ設定理由 

私たち日本人の食生活と、海外（クリントン）の食生活で共通点はあるのか、また相違点

はあるのか気になったからです。 

そして、私たちは平日の半分以上を学校で過ごしていて、私たちが普段普通だと思って

いることは、クリントンの学校ではどうなのか、タイムテーブルはどうなっているのか、自

分の普段の生活と比べて調べてみたいと思ったからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

 テーマについて事前にインターネットで調べたところ、ウィスコンシン州は酪農が盛ん

で、チーズなどの乳製品の生産が行われています。特にチーズの生産が盛んに行われてい

ます。 

 学校生活については小学校だと時間割はなく、中学校だと時間割があり、7時間授業で日

本の高校にあるような選択科目があるそうです。 

 

4 研修報告 

〈 食生活について 〉 

私のホストファミリーの家では、基本的に自炊する習慣がなく、朝ご飯のパンケーキ以外は

毎食ファストフード店で食事をしました。ファストフードの中でもハンバーガーを食べること

が多かったです。ハンバーガーはホストファミリーのみんなが大好きでした。ハンバーガー以

外にも、サンドイッチやメキシコ料理、中華料理などのファストフードがありました。ドライ

ブスルーも発達していて、日本ではドライブスルーのあるお店とないお店がありますが、私が

行ったアメリカのファストフード店では、ほぼ全てのお店にドライブスルーがありました。ド

ライブスルーは車から降りずに楽に買えるので、たくさんのファストフード店にあるのかなと

思いました。 

また、注文するときに、ホストマザーが店員さんと 

「How are you？」などと会話していて、日本では店員さん 

と「調子はどうですか？」と聞かれることはないので、驚いたし、

店員さんともしっかりコミュニケーションをとっていていいなと

思いました。 

そして、私が行ったアメリカのファストフード店ではドリンク

がおかわりできました。日本のファストフード店ではドリンクは

おかわりできないので、いいサービスだなと思いました。  

このように、ファストフード店は手軽に食べられるので、子どもから大人まで幅広い年代の

方に愛されてきたことが分かりました。 

ハンバーガーのセット 
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〈 学校生活、授業風景について 〉 

学校への登校手段ですが、クリントンには一つの小学校と一つの中高学校しかなく、主にス

クールバスや車での登下校が多いです。ホストスチューデントも車でお母さんに送ってもらっ

ていました。私が通っている学校では、主に自転車で登校する人が多いので驚きました。クリ

ントンの学校でも晴れていたら自転車で登校する人もいるそうですが本当にごく一部だけだ

そうです。 

私は、クリントン中等・高等の学校生活を一日体験してきまし

た。生徒は朝に左胸に手を当てて、「忠誠の誓い」を暗唱していま

した。タイムスケジュールは一時間約４５分で、午前は５時間、午

後は３時間の計８時間授業で、細かく分刻みに分かれていました。

黒板に文字を書いて説明する先生はほとんどいなくて、口頭での

説明が多かったです。テレビやプロジェクターを使って説明する

先生もいました。生徒の授業の受け方で私が驚いたのはノートを

とっていなかったところと、授業中お菓子を食べたり、飲み物を飲

んだりしていたところです。日本ではノートをとる、お菓子を食べ

ないというのが当たり前ですが、私が行った学校ではそれは当

たり前ではないことが分かりました。 

 

〈 食堂、図書室について 〉 

まず、食堂についてですが、日本の給食とは違って、自分で

食べたいものを選んでとるバイキングみたいなスタイルでし

た。ランチが Aランチ、Bランチ、Cランチと時間が分かれて

いて、Aランチと Cランチは約 2５分で Bランチは約２０分と

日本と比べて少し短いです。ランチが終わったら、昼休みはな

くすぐに授業がスタートするので、とてもハードだなと思いました。  

次に、図書室ですが私が通っている学校より、少し本の数は少ないよ

うに感じました。しかし、本を座って読めるスペースが充実していて、

掃除も行き届いているきれいな図書室でした。いろいろなジャンルの本

がそろっていて、なかには日本の漫画もありました。「ワンピース」、「僕

のヒーローアカデミア」、「ドラゴンボール」などの日本でも人気のある

マンガがクリントン中等・高等学校でも人気なのを知って、嬉しいなと

思いました。本だけでなく、文房具などが売っていて生徒が買えるよう

になっていました。学校で文房具が買えるなんて私の学校ではあり得な

いのですごいなと思いました。 

 

5 まとめ 

 ８日間、クリントンで過ごし、海外の文化に触れてたくさん学べたし、いい思い出ができた

のでよかったです。私は英語がうまくなくて事前研修のときから、現地に行って英語が伝わる

のか、ホストスチューデントと仲良くなれるのか不安でした。実際、英語を話してみると伝わ

授業風景 

(お菓子をたべながら授業を

受けている) 

ランチ 

図書室にあった

日本の漫画 



106 
 

らないこともありました。スマホの翻訳を使っていたけれど、使えば使うほど「なんでこんな

ことも言えないんだろう」と自分の英語力の低さを感じました。でも、ジェスチャーをつけて

会話すれば相手もわかりやすいと気づくことができたのでよかったです。ホストマザーもホス

トスチューデントも真剣に私が何を伝えたいのか、聞き取ろうとしてくれて嬉しかったです。 

今回、自分の英語力の低さを知ったことで、もっと英語を学びたいと強く思ったし、新しい

ことを知って、自分の経験、知識が広がりました。今後は、世界のことに興味を持ったので、

いろいろな国のことや言葉を調べて、学んでいきたいと思いました。 

最後にこのような貴重な体験をさせてくださった、花巻市、国際交流協会の皆様、私たちの

お世話をしてくださった引率の方々、そしてクリントン村の方々にはとても感謝しています。

本当にありがとうございました。 
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                       花巻市立矢沢中学校 2年 斎藤 悠 

 

1 研修テーマ 

  アメリカの食文化について 

 

2 テーマ設定の理由 

「食べる」ことは、世界中どの家庭でも毎日行われているもので、生活に欠かせないもの

です。食事には、その地域の文化や特色があらわれていると思います。そこで、食文化を調

べることで、その特色や考え方が見えてくると考え、アメリカでの食事や軽食の内容、形式

などについて調べようと思いました。 

 

3 テーマについての事前調査 

インターネットで、アメリカの食事やお菓子について調べました。調べたところでは、食

事では、量が多い、味が濃い、朝昼は質素な場合が多い、という特徴があり         

ました。お菓子では、食事と同じく量が多い、味が濃い、また、甘い、スパイスのような味

も多い、という特徴があることがわかりました。 

 

4 研修報告 

＜朝食について＞ 

ホームステイ先の朝食は、パンケーキ、ジャムパン、ヌー

ドルなどでした。これらを主食とし、副菜としてチーズやハ

ム、スモークサーモンやフルーツが見られました。カフェな

どですませることもありました。朝食にかける時間は５分～

１０分程度、作業のように食べているように思いました。ク

リントン中等・高等学校では授業中の飲食が可能だったた

め、朝にしっかり食べる必要性がないのかもしれないと考え

ました。また、朝からいわゆる菓子パンなど、おやつのようなものを食べていることに驚きま

した。総合して、朝食をしっかり食べる習慣がないように思いました。 

 

＜昼食について＞ 

昼食は、滞在期間中ほとんど外食でした。その中でも、ハンバーガー、ピザがほとんどでし

た。それほど、クリントンではハンバーガーとピザがよく食べられているように感じました。

朝に比べて、昼はしっかりと食べている印象でした。ハンバーガーやピザのほかには、日本食

レストランで食べたり、バーベキュー店で食べたりしました。また、給食は２つのメインから

選び、ほかの好きなものを選んで乗せる形式でした。私はハンバーガーにしたのでバンズとポ

テトはもらって、選んだ具を挟み、チョコレートミルクとお菓子を選んで取ってきました。生

徒による配膳がないこと、甘いものやお菓子がおいてあることも驚きでした。給食時間は短く

１０分ほどで、急いで食べて次の授業に向かう様子が見られました。 

ホストファミリーの家で出た朝食 
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＜夕食について＞ 

夕食は、タコスやビーフシチュー、そのほかにも、昼食同様

ハンバーガーやピザも多かったです。魚が出ることはありませ

んでした。いろいろな国の料理が出されて、すべてボリューミ

ーだなと思いました。朝食、昼食は簡単に済ませることが多い

ように思いましたが、夕食は一番「食事」を楽しんでいるよう

に思いました。しかし、遅い時間に帰ってくると夕食を食べな

いこともありました。 

 

＜軽食などについて＞ 

クリントン中等・高等学校では、授業中などの飲食が可能となっています。また、給食でお

菓子などを配られることもあります。チョコレートやキャンディ、プレッツェルなどの甘い物

や、ポップコーン、チップスなどのスナック菓子が多く見られました。そして、それを頻繁に

食べていました。それが朝、昼の食事を比較的簡単に済ませている理由の一つになっているか

もしれないと思いました。 

 

＜食べ物の味について＞ 

全体的に、味が濃い、極端に甘い、しょっぱいと感じました。食事については、ハンバーガ

ーやピザをはじめ、一つで食事が完結するものも多かったため、大味なものも多かったと感じ

ました。また、スパイスの効いたものも非常に多かったです。何を食べるにも何かしらのスパ

イスが入っている印象でした。それはお菓子も同様で、ほとんどのお菓子にシナモンなどのス

パイス系の風味を感じました。味に関しては、最も日本と違う部分で特徴的だと思いました。 

 

＜感想＞ 

向こうでは、食べ物を残すことが当たり前のようでした。日本では、残すのはもったいない、

失礼だという考え方が一般的だと思います。私もそう思っていたのでとても驚きました。クリ

ントンでは、おいしく食べて、自分がもう満足したと思ったタイミングで食べ終わる姿が見ら

れました。そのためか、飲食店には持ち帰り用のパックがあり、割とどこにでも残食を捨てる

お店で食べたピザ   

マクドナルド   学校給食  

家ででたタコス 
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ゴミ箱がありました。 

水道水はほとんど飲まないということにも驚きました。基本的に、ペットボトルのミネラル

ウォーターを飲んでいました。水道水をいつでも飲める国は、世界でも少ないようです。 

 

5 まとめ 

今回の旅は、私にとって初の海外でした。私が行ったクリントン村は、アメリカの中でも小

さな村です。そこで触れ合うみんながあたたかくて、優しくて、とても楽しい日々を過ごしま

した。ホームステイ先での初日は、寂しくなって正直帰りたいと思う瞬間がありました。しか

し、ホストファミリーが私を楽しませるためにたくさんの工夫をしてくれました。学校の友達

も、興味を持って仲良くしてくれました。とても嬉しかったし、来てよかったと思える時間を

たくさん作ってくれました。日本に帰る日、家族とハグをしてからバスに乗りました。悲しい

と言ってみんな泣いていました。こんなに愛されていたんだなと実感することができました。

まだ中学生の私が、こんな海外経験を出来たことは、とても貴重で、かけがえのないものです。

また会いたいし、とても大好きな家族と、友達とめぐり合えてとても幸せで充実した１週間で

した。この海外派遣にかかわってくれたすべての皆さんに対して感謝しかありません。本当に

ありがとうございました。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私のホストファミリー    仲良くなった友達   
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花巻市立東和中学校 2年 佐藤 琉唯 

 

1 研修テーマ 

ウィスコンシン州の植物について 

 

2 テーマ設定理由 

 ウィスコンシン州は、四季折々の表情豊かな自然に恵まれた場所と知り、日本と同じ点や違

う点を知りたいと思ったからです。また、見たことのない植物や花を見てみたいと思いました。 

 

3 テーマについての事前調査 

州の花として決められているのはウッドバイオレット。また、以下の３点も有名。 

・品種改良されていないバラ、ワイルドローズ。 

・優しい感じで、甘い香りがする、ホワイトスイレン。 

・イチゴの木ともよばれる、アービュートス。 

 

4 研修報告 

「植物園」ホストファミリーに私は植物が好きだということ

を伝えていたので、植物園に連れて行ってくれました。植物園

は天井の高いビニールハウスのような温室になっている建物

と、外のスペースに分かれており、ハロウィンの時期というこ

とでユニークな装飾がされていました。バナナやパイナップル

の木があり、成長過程を初めて見ることができ、うれしかった

です。かわいらしい花もたくさん咲いていました。川のように

水が流れているところには赤やオレンジなどのきれいな色の

鯉が泳いでいて驚きました。外のスペースには、白鳥がいる池

がありました。思ったより広く、一周で朝の散歩に丁度よさそ

うでした。池の真ん中の噴水には虹が出ており「Rainbow！」と

ホストファミリーと盛り上がりました。虹を見て、うれしい気

持ちになるのは日本と一緒なんだなぁと感じ、さらに嬉しくなりました。日本でもよく見かけ

る紫陽花も咲いていました。色もほぼ同じでした。事前に調

べたバラは、やはり特別なようでたくさん植えられていまし

た。見ごろの時期ではなかったのですが、様々な種類のバラ

を見ることができました。 

「博物館」植物園と同じ日に、博物館にも連れて行っても

らいました。虫が大きかった時代の植物や、その植物の化石

等を見ることができました。普段、博物館を訪れることがあ

まりなかったので新鮮でした。博物館には、花の匂いのサンプルでかぐことができる展示があ

りとても驚きました。どうやって作っているのかなぁと思いました。もちろん、全部嗅いでき

ました。日本にある花もあったのですが、日本にはない花の匂いは嗅いだことのない匂いで、

不思議な感覚になりました。 

ガイコツが鯉釣り

植物の化石 
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「日本との違い」他に私が感じたことは、葉っぱの色が違うということです。鮮やかではっ

きりした色味の葉っぱが多く、とてもおしゃれに感じました。海外の写真などが魅力的に感じ

るのはそういうところもあるのかもしれないと思いました。 

 

5 まとめ 

 今回の海外派遣では、現地の植物や花をみることができたことはもちろん、ホストファミリ

ーやその友人たちと過ごした時間がとても楽しかったです。みんな仲が良く、優しかったので、

帰る頃には、もう少し滞在していたいと思いました。日本でもアメリカでも「14歳」は同じよ

うに「青春」を楽しんでいて、恋心が見えたりすることもあり、興味深かったです。 

会話では、翻訳アプリを使うことが多かったですが、単語やジェスチャーで言いたいことが

伝わった時は感動しました。勉強してもっとたくさんの会話が英語でできるようになりたいと

思いました。 

今回の海外派遣研修にあたり、国際交流協会の方々、関係者の方々、ホストファミリーの方々、

家族には、感謝の気持ちでいっぱいです。様々な人に支えられ、忘れることのない貴重な経験

をさせてもらったと感じています。最初は不安だった気持ちも、帰国してから振り返ってみる

と、「良かった！」に尽きます。本当にありがとうございました。余談ですが、私は「ごはん」

が大好きなのですが、アメリカに滞在中「ごはん」が恋しくて、帰宅してまず食べたのはごは

んでした。ホストファミリーにごはんとおもちを食べてもらいました。日本には他にもおいし

いものがたくさんあるので、ぜひ、来てほしいです。少しの間日本を離れて日本の食文化の素

晴らしさを再認識することができました。 

 

 

 

 
博物館にあった花の紹介 

ホストファミリーと感動した噴水の虹 
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植物園のパイナップル 

博物館での集合写真 
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花巻市立宮野目中学校 2年 髙橋 麻央 

 

1 研修テーマ 

（１）日本とアメリカの授業の内容について 

（２）アメリカでのイベントについて 

 

2 テーマ設定理由 

前に学校でアメリカの学校の様子を少し学習して、日本と違うということがわかり興味がわ

いたため。 

アメリカへ行く際にハロウィンと時期が被り、アメリカのハロウィンは日本より大規模にや

ると聞いたことがあり、私の家ではハロウィンの日はこれといったことはしないので家族の行

事ではどのようなことをするのか、また、友達とはどのようなことをするのか気になったため。 

 

3 テーマについての事前調査 

インターネットで調べたところ、アメリカの授業は一般的に、「生徒主体」授業で、 日本の

ように生徒は教室で授業を受け、知識・学力を上げるという一方通行の授業ではない。 

アメリカの義務教育は「小学校 ５年 中学校 ３年 高校 ４年」または「小学校６年 中

学校 ２年 高校 ４年」の 12年間で飛び級の制度がある。 

教科ごとに違う教室に移動する。 

トリック・オア・トリートに参加したくない家は玄関の電気を消しておく。 

トリック・オア・トリートの時間は、18時～20時くらい。 

 

4 研修報告 

 （１）授業の内容について 

クリントン中等・高等学校で、１日ホストスチューデントと一緒に授業を受けました。その

学校では日本のように黒板ではなくホワイトボードを使っており、ホワイトボードもほぼ使っ

ていませんでした。先生が授業の最初に配ったプリントや口頭で言ったことをパソコンにまと

めていて日本とは全然違う印象を受けました。 

授業の時間が日本の学校のように一コマ何分と正確に決まっているわけではなく４５分か

ら５０分と時間がまちまちで、私は時間が決まっている学校で過ごしているので、慣れるまで

に時間がかかりました。 

また、授業が始まる前に火災報知機のようなジリリという音が鳴りとても驚きました。 

日本では学校で英語を習いますがクリントン中等・高等学校では英語の代わりに、スペイン

語やドイツ語を習っていました。私はスペイン語の授業をうけましたが、日本語の発音にはな

い巻き舌があって難しかったです。スペイン語の授業は好きなアーティストの紹介文を作ると

いうものでした。私も英語の時間に同じことしたのですが、母国語ではない言語を使って文を

作るのはやっぱり勉強になるのかなと思いました。 

 教科の先生ごとに教室があって、生徒がそこまで行って授業を受けていましたが、私が特に面

白いなと思ったのが、先生ごとに教室に個性が出ていたことです。スペイン語の教室には万国

旗が飾られてあったり、英語の教室ではホワイトボードの下が七色に光っていたりしました。 
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 （２）イベントについて 

ハロウィンでは、4 日くらい前に日本でいうリサイクルショップのようなところで仮装の衣

装を買いに行きました。私がお世話になったホストファミリーではホストファミリーデーにジ

ャック・オー・ランタン用のカボチャを農場まで買いに行きました。畑一面に 30cm以上のカボ

チャがありなかなか見ることのできない光景でした。 

 初めてカボチャを彫ってみたけど意外と硬くてカボチャの上の部分を切るだけでもかなり

時間がかかりました。私が驚いたのはカボチャを彫るための専用の道具のセットがあることで

す。のこぎりの様なものから、スプーンの様なものまであってこれがあればジャック・オー・

ランタンを作ることが出来ます。私が特に難しいなと感じたのは蜘蛛の巣の細い直線の部分で、

途中で切れてしまいました。ジャック・オー・ランタン作りは日本ではやらないので貴重な体

験ができて楽しかったです。 

 

5 まとめ 

この海外派遣事業を通して私が感じたのは、日本人に比べ初めて会った人にも気さくに話し

かけてくれる人が多かったことです。“Hey„や“ Is this your home?„ などをスクールバ

ス中で言われ初日は驚いて何もできなかったけれど日がたつにつれてだんだんスクールバス

のにぎやかさやアメリカの人の陽気さに慣れてきて私も“Hey„と言ってハイタッチできるよう

になりました。ハロウィンでは私が日本人だとわかると、片手で掴みきれないほど大量のお菓

子をくれました。 

 この他にもホストファミリー達と UNOをしたり、マリオカート、マリオパーティーなど日本

でも馴染みのあるゲームをしたりしました。 

 最初は英語が伝わらず帰りたいと思ったこともありましたが、何とかジェスチャーと単語だ

けで会話をしていました。相手を困らせることが多かったかもしれないけれど、自分の英語が

伝わったときは、嬉しかったです。意識して会話の中でジェスチャーをつけてみたところ、最

初よりも私の思っていることが伝わりやすくなってジェスチャーは大切なことだと学びまし

た。 

この海外派遣は私のこれからの将来に必ず役に立つ経験だと思うので、 この派遣に参加で

きたことに感謝して未来につながるよう、これからも努力していこうと思います。 

 

 

    

図画の授業                 一緒に折り紙 
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         黄色いスクールバス                 音楽の授業の様子 

                            
        ホストスチューデントと作った         庭先に置いていた釜（ハロウィン用）   

ジャック・オー・ランタン              緑の煙が出でいる 
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花巻市立宮野目中学校 2年 堀内 大楽 

 

1 研修テーマ 

・クリントン村の自然について…花巻市との違いはどうか？ 

・日本のマンガやアニメ、ゲームやスポーツがどれくらい知られているか？…生徒たちの流

行や文化の違いなど 

 

2 テーマ設定理由 

僕は小さな頃から図鑑や動物園で世界中の動物や鳥を見ることが好きだったので現地の自

然に興味を持ちました。 

また、マンガやアニメ、ゲーム、スポーツに触れる機会は日本人なら多いですが、現地の子

供たちは日本についてどれだけ知っているのか調べてみたいと思いました。 

 

3 テーマについての事前調査 

・クリントン村にはシカやカモ類など、たくさんの種類の動物が生息している 

・トランプなどのカードゲーム、テレビゲームもする 

・野球やバスケットボール、アメリカンフットボールなどのスポーツも盛ん 

以上のことがインターネットで調べて分かりました。 

 

4 研修報告 

① 自然について 

クリントン村はとても自然が豊かで、建物より緑がよ

く目に入ってきました。家の周りではよくリスを見かけ

ました。花巻の家の近くでリスを見かけることはないの

で驚きました。逆に花巻の家の近くでよく見かけるカラ

スやスズメなどの鳥類は見かけず意外でした。 

各家の庭は野原のように広かったです。ホストファミ

リーの飼っているスクービーと言う名前の犬は僕が庭で

ボールを打つと拾ってきてくれたりと、人も動物ものび

のびと過ごしているのだな、と感じました。 

 

② 日本のマンガやアニメ、ゲームやスポーツについて 

僕のホストステューデント、ジョンはゲームが大好き

なようで日本でも有名なゲームをプレイしていました。

また、ポケモンカードのコレクションを見せてくれて、ポ

ケモンの話で盛り上がりました。 

そして夕飯前に｢Dr.STONE を知ってる？｣と聞かれ、僕も好きなマンガだったので｢もちろ

ん！｣と答えたら、一緒にアニメを観よう、と言ってくれました。日本でも有名なマンガですが、

まさかアニメ版を観ようと誘ってくれると思っていなかったので驚きました。セリフは英語だ

庭でスクービーと遊ぶ 
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ったのですが主題歌は日本語でした。その主題歌をしっかり聴いて

いたので、日本のアニメ主題歌は好かれているのかな、と思いまし

た。また、クリントン中等・高等学校の図書室には比較的最近の日

本のマンガも数多く置いてあったのが印象的でした。 

このように、クリントン村の人たちは日本のマンガやアニメ、ゲ

ームに触れる機会が多くあったように思います。そしてそれを生活

の一部として楽しんでいることに、日本人としてとても嬉しく思い

ました。他にも｢大谷翔平を知っているよ！｣と声をかけてくれた生

徒がいたり、ホストステューデントのジョンも NBAの動画で渡邊雄

太選手を見せてくれたりと、海外に出て活躍している日本人選手の

ことを知っていることが分かりました。 

 

5 まとめ 

今回の海外派遣は僕にとって最高の思い出となりました。最

初は英語を聞き取ることも話すこともできず不安だらけでし

たが、ホストファミリーが翻訳アプリを使ってくれたり、色々

工夫をしてくれたおかげで不安も徐々に減り楽しく過ごすこ

とができました。 

週末のホストファミリーデーには一緒にトランポリンパー

クに遊びに行ったり、NBA 観戦をしたり、五大湖のほとりや大

きな植物園を案内してもらい、たくさんの思い出を僕に残して

くれました。クリントン村自体は自然豊かな場所なのですが、

車で行ける周辺にはシカゴやミルウォーキーなどの大都市が

あり、アクティビティには困らないし、むしろのどかで住みや

すい地域だと思いました。広いアメリカの中のクリントン村で

日本はどれだけ知られているのか、興味を持ってくれているの

か不安でしたが、スーパーマーケットにはお寿司が売られてい

たり、レストランで空席待ちの人がスマホで日本のアニメを観

ていたりと、至る所で日本の文化が浸透しているのを実感しま

した。 

また、クリントン中等・高等学校ではチャイムの代わりにブ

ザーが鳴ったり、授業中にお菓子を食べていたり、ジュース片

手に会話していたりと、日本と違うところもたくさんあるな、

と思いました。自由な服装や髪形で学校生活を送り、目が合う

と微笑んでくれたり、｢Hey！｣と声をかけてくれたり、自由で感

情を豊かに表現できる環境は素晴らしいと思いました。 

今回の海外派遣を通して、ホストファミリーやクリントン村で対応してくださった先生方か

ら、たとえ言葉は通じなくても、つたえようという思いが本当に大切で、挨拶や感謝の気持ち

を素直に表し、思いやりの心を持つことや自分が挑戦することの重要さを身をもって学びまし

た。派遣先でたくさんの人に助けてもらい、笑顔で過ごせたことを決して忘れず、これからは

図書室にあった日本のマンガ 

お世話になったジョン 

NBA観戦 
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困っている人に積極的に手を差し伸べられる人になりたいです。 

最後に、この海外派遣にかかわる国際交流協会の方々と関係者の方々、応援してくださった

先生方や家族に対して感謝の気持ちでいっぱいです。素晴らしい経験は一生の宝物になりまし

た。本当にありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



119 
 

花巻市立西南中学校 2年 八重樫 愛弓 

 

1 研修テーマ 

日本とアメリカの授業や学校生活の違いについて 

 

2 テーマ設定理由 

日本の学校とアメリカの学校では考え方から過ごし方まで異なっている部分があるのでは

ないかと考えたからです。 

 

3 テーマについての事前調査 

小学校でも飛び級や留年がある 

中学校から高校まで私服が一般的である 

小中高までが義務教育である 

ということなどがインターネット上にあげられていました。 

 

4 研修報告 

【授業】 

クリントンジュニア・シニアハイスクールではホワイトボードや、スクリーン使って授業を

行っていました。すべての授業において、いくつかのグループに分かれていました。また、一

人一人がパソコンを持っており、1 時間パソコンで数学の問題を解いていたり、社会のレポー

トを作っていたりしていて、IT化が進んでいるなと感じました。一方で、ノートに授業の内容

をメモしている場面もありました。 

私の学校では、黒板に書かれたことをノートに写したり、プリントを使って授業を進めてい

たりします。たまにパソコンを使う場面もありますが、クリントンジュニア・シニアハイスク

ールほどは使わないので、ほとんどの学習でパソコンを使っていてびっくりしました。 

 私が一番衝撃だったことは、授業中にお菓子を食べたり、立ち歩いたりしていたことです。

私の学校では、立ち歩いたら注意されるし、お菓子を食べたりなどできません。クリントンで

は当たり前のようにそのようなことをしているというところに、私の学校との大きな違いだな

と感じました。しかし、お菓子などは良くてもスマートフォンの使用規制は徹底されていまし

た。ロックのついたケースに入れて、先生にチェックしてもらっていました。自由の中でも、

しっかりダメなところはダメと区別をつけていると思いました。 

 クリントンジュニア・シニアハイスクールと私の学校との大きな違いは３つありました。１

つ目は、時間割、授業時間です。私の学校では 50分授業で、４、５時間目の間には給食時間と

昼休みがありますが、クリントンジュニア・シニアハイスクールでは、47分授業の８時間授業

で、昼食の時間は授業と授業の間の 25 分間だけでした。２つ目はすべての授業が移動教室だ

ったということです。私の学校では、先生が授業のたびに教室に来ますが、クリントンジュニ

ア・シニアハイスクールでは生徒が先生のいる教室に移動していました。また、授業と授業の

間がたった 4分と短いので移動したらすぐに授業が始まってしまいます。私の学校も移動教室

はありますが、毎回ではないので、移動が多くて疲れてしまう場面もありました。３つ目は制

服ではなく、私服だったということです。私の学校では、先生に着替えていいと言われた時か、
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３時間目の終わりにジャージに着替えます。クリントンジュニア・シニアハイスクールではみ

んな私服で、体育の時は着替えるという感じでした。また、ジャージも決まっているわけでは

なく、それぞれが動きやすい服を持参してロッカーに置いていました。 

 

【登下校について】 

クリントンジュニア・シニアハイスクールではバスでの登下校が一般的だと聞いてびっくり

しました。自転車や歩きの人は本当に少ないそうです。その理由はクリントン村には１つの小

中高しかないからと聞きました。１つしかないのでたくさんの生徒が遠いところからスクール

バスで登下校をしていました。私も実際にバスで登下校をしていましたが、ホストファミリー

の家から 20 分ほどかかりました。また、多方面から人が集まっていたので沢山のスクールバ

スがありました。私の学校ではスクールバスで来る生徒はほとんどいなくて、車や自転車など

で登下校する人が多いので、それを聞いてびっくりしました。 

 

5 まとめ 

私は７年前と５年前に姉がこの事業に参加していたのをきっかけにアメリカに興味を持ち

ました。 

 飛行機内ではいつアメリカに着くのかとワクワクが止まりませんでしたが、いざ入国審査に

なると緊張して何もできませんでした。そこから不安がどんどん大きくなっていきいざ、ホス

トファミリーに会ってもとても緊張していました。しかし、ホストファミリーはとても気さく

で明るい人たちで、私が緊張して上手に話せなくても、目を見て話を聞いてくれたり、簡単な

英語で話してくれました。言葉があまり通じなくても、たくさん笑い、本当の家族のように接

してくれてとても嬉しかったです。 

 私はアメリカに行ってから、理事長に言われた「いかに自分が英語をできないか学んできて

ください」の意味がわかりました。しかし、初めは聞き取るのも、話すのも全くできませんで

したが、アメリカでできた友達と話していくうちに、リスニング力が上がったということが自

分でも分かるくらいになりました。テストでやっているリスニングとは比にならないくらい聞

き取るのは難しかったですが、そう簡単に体験できないようなことができてとてもいい機会に

なりました。 

今回「日本とアメリカの授業や学校生活の違いについて」というテーマで調べてみて、クリ

ントンジュニア・シニアハイスクールでしか体験できなかったことや、気づけなかったことが

あると思うのでこの様な機会に学べてとてもよかったなと思うし、たくさん学んだことがあり

ました。私の学校ではノーチャイム制で、時間への意識向上を心がけていて、5 分前行動、３

分前着席、２分前学習が行われていますが、遅れる人も未だにいます。クリントンジュニア・

シニアハイスクールでは短い時間の中で移動したり授業の準備をしたりしていたことがすご

いなと思いました。 

 今回私は、滅多にできない体験をさせていただきました。このことがきっかけで、アメリカ

への興味がさらに湧いたし、自分の考え方や視野を広げることができたので、この経験を活か

して、たくさん英語を勉強して、またクリントンに行きたいです。  
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【スクールバスの中の様子】 【授業中の様子】 

【音楽の授業の様子】  【ホストスチューデントと私】 
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出発式（岩手日日 令和 5年 10月 9日付） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手日日新聞社の許諾を得て転載しています  
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国際フェア inはなまき 2023（岩手日日 令和 5年 12月 12日付） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手日日新聞社の許諾を得て転載しています 
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